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日 英米特許 三 一個 ・ 官用新案が 銑 六 三 ＱＱ Ｚ ｜ ｾ 併 ｪ ｈ

大野武r ; ; ス持」ニケ戸

〔特許大野式シヤヴター〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ 、ソ タ

大 野 式 J L ー ブ J L シ ヤ ‘ ソ タ ー

大 野 式 融 金 付 自 働 閉 鎖 戸

大 野 式 工 場 周 軸 承

大 野 式 縛 子 入 紬 箆 ・ 戸 車

大 野 式 廻 特 車[0 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 扉 ・ 銅 製 建 具 類

日英* 仰湖特許三七個・寅用意rr 集登録八四個併用

特 許 不 二 サνシ

東京市大森直新井宿七丁目

株式曾枇不ニサッシ製作所提携

22 大 野 製 作 所

東京市芝民三田四国町二番地・電話三国( 必〉園芸誌

af t l l l . 貝. . ・大鼠市民花屋上鳳島中二・電鑑聞局(40耐 三 ^ ^
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曾

峰三

日

都市武装促進委員曾記録刊行緩責ノ件

昨夏近畿防空大演習の奉行せらるる や我協曾は都市武装促進

委員舎 を組織して演習に参加 するさ共に都市の武装即ち防空

防火耐震建築の促進運動を大々的に決行 L 今回其の綜合記録

を上梓 L て関係各官公街諸圏健其他に寄贈致しました就ては

倫残本が多少あります ので特に御希望の方は御申込み により

左記賓費 にτ 頒布するこさに致しましたから御希望の方は本

協 曾事務所( 鶴持 4思) へ御申込みありたし

都市武装促進委員舎記録 (E K-野告) 査 部

賓 費 金 豊 圃 六 拾 銭 ( 送 料 賓 費 )

0 0  0 0 0  0 0 0 0 0  0 0  

但本協曾曾員、賛助員の方には一部に限 h特に金畳間也( 迭料は協曾負捻) にて

御頒ち致します O

量土 問

法 人

昭 和 10 q三 7 月

日 本 建 築 協 曾



曾 告

市街地建築物法令ニ開レ質疑膝答ノ件

今 回 の 市 街 地 建 築 物 法 令 関 係 に 付 質 疑 が あ り ま す

れ ば 嘗 協 曾 法 1111J 委 員 舎 に 於 て 研 究 の 上 本 誌 に 掲 載

磨、答するこごに致しま L tこか ら 奮 っ て 御 照 曾 下 さ

る様 願 ひ ま す

艦 隊|

法 人

昭 和 1 0 年 7 月

日 本 建 築 協 合
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鴻 池 新
田

ｾ＠
t ヨ 所

は し が き

4 月22 日 階

午 前 9 時省線片町廊より乗車、 河内卒l I l f の菜の花、号事畑、片町線::0分に して鴻池新田に渚〈。

停車揚の名手持にて知られる遇、附近一帯. は鴻池家所有の回畑数百阿T歩であ る。全 て約 230 年以前、

費永年Ii 日に 一帯の沼源地から鴻池家に依って迦立 て られ開拓せられたも のである。

合所はとの土地を支同Eする震の事務所であり 、村の寄合、年貢の納入等土地所有者と小作人との接

燭を必要とするあらゆる場合の集合E f r である。

現在の m物は 、表門が明治末期] に改築せられて 居 るのと 、細部に倣かの餐更が力日へら れ て居るほ か

殆んど官t時の催であり 、主主凶わ 7.r-'智I' C も無事に 、附近農民の遊孤E f r とな ったも の で、蛍時北河内方面

の防j墾地に散在 して居た舎E f r が 1箇 所 止して存在しない今日 、此fill の建物の例として得縫い資料であ

る。

足根の至る l汚に二京支を 似: ひ 、起りと反 0 とを適訴に按配して 、外車両はJ I t 四 南北共非常 に美しい構

成を見せて居 る。

iII・時の工匠達方' . 日本建築の外淑を支配す る所の屋根の形に封 して、如何に敏感であったか、そし

て何の程度 に庵 根の構成に成功 して居るかを示すよき例で ある。表門 の入口 に立ち 、 籾倉 のI狗に伶み

或は前庭のＭｾ同十こ腕ってスカイライ ｹ の美し さに低 Ｚ￭ 岡久しくする 。

建物は本主賓と j て淑 ( 米2え籾を約 む〉とよ P 成って 居る。本摩の建物の 中心はfPi い墓所の j 二ff t} と同じ

く板nu と、それに隣接す る14盤 敷の勘定揚とである。墓所土問に集った小作人と勘定場 の地主側と の

取引が板n日を挟んで行はれて居たものであ る。

高い墓所の天井に総出した小屋組は 、援問の大きい和小屋の模範的な 1例 であらう。

墓 所の 2 箇所に据附けられた泡は寄合の際など小作人一向に焚出しをし て もてなしたも ので、* 答

の際など殆んど会 部 の小 作人を数十日 間 とA にまEったこともあると 言」、。

開墾治初、土地所有者は小作人 に翁して非常な権力を持って 居たらしく 、護 Efrの土 問で は小作人は

土下座 した もの であ P 、叉湯殿傍の庇ーはそ の賞時白 洲 とし て、 庭に面し た 6 昼 の 問に於て小作人の訴

事を悶輩 、叉不審を糾 したと言』、。

E互に I'I 松 、木犀 、経 . 様 、板 、称等を粧え 、通' i l r に庭石を配 し、民い前庭の彼方生垣 をへだてて 、

河内平野と生駒山 の法景・があ る。 ゆ 止り のある長抹! な庭である 。

煩 ｾ ｬ ｴ な権利と 義 務とから刻「れて、かかる所、心静かに人生 の 自然を願 み ｬ ま や と思」、 。

御多忙中 の 1 日を f制い て一行を御数千寺下さった上、向 次の設明書を御執筆下さった 1局池合名舎itl 主

事 小 泉氏 の ｾに心、からな る 謝ＺｬｩｬＺを 表 する次第である 。 Ｈ新名 〉

I  V lI 
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3. 表 門

明治末 期 の改 築に係るも ので 、奮主主物は 、

別 問ｾ門と同様式の 茅 葺のも の であ った

鴻 池新 回曾 己
パ

E

t

J

 

大 阪市 外、片町線鴻池新 回 線 の、直〈・3在にあ る。

同地 には、鴻 1也家の所 有に係吾 、名 高 い美 回 、数 百 町歩 があ って1 との曾lfr といふ の は、 その土地

， 

k 支配 す るため の 、5自はば 御役 所 の様 なf.fr で、 賢永年| 切 に、同士t!! 7F-_. ' 開 獲 さ れて以来 、今 日ーまで昔 な

が らの存在を 誇 って居るものであ る。

4，α)() 徐 :li ji /.) . 屋敷 内に、本官! ? を中心 にして米通長 、税 歳 五I/f iめ、多数の附風建物 が建 て廻 らされ て居

る が 、 表 門其他ー 部 、 近 代に改迭さ れ た も の を 除き 、 殆 ど Ｑ ｾ 態 ｄ ま ｌ で あ る 。

e 河内地方 に多い 、 との額 の古い 開墾 地 に l土、大 て い合 j況と 、呼 ばれた 、ζ れ とゐ1似 の建物が あ って 、

中に は近年 まで 、残 っ て居 たものも あった が 、今では 、影 をひそめ て、 ζ の建物 が、稀し いも のとな

っ て居 る。〈小泉徹 三〉

，3  V Il 



4. 本 館 正 面 の

表 門を入っ た、右手生垣 の前か ら、本官官を見 る凶

である。左方の 、生湿 の 上の、長い屋根 ほ米抑揚の

ー郊 で、 往時はt ' .1.か ら唐臼の容が絶えな かった

VI I  4  

5 . 裏 門 外 側

屋数を悶続する 、痴を 踊 て L 裏門 を見る

闘 で、門 は昔な がらの 、茅誌である 。 門

前左端には 、土番小屋と い』、のが ある



6 . 本 館 正 面 の 2

表門を入っ て本館の 、正面を見る 凶で、本 立 の 屋

根 に 雛はれた 、 ζ の本館の言自室は 、年貢 米 の牧納

など 、総て 事務J l J II可きf亡、議ら れた もの で、:むY""1品

は表 玄 閥、そのti. に|憐れる 、内玄闘よ り、勘 定場

に綴 〈、左方銀〈 見 ゆるは 、護 所fDt1if に、iIDずる

入 口であ る

7 . 裏 門 内 側

緩敷内 より裏門を見る 闘 で£ る。

左 方 漬物 納家 、及{ 晃納家 l亡絞〈 、左 方 上部 に! 応 5ら

ま前を現した のは 、本館綴きの 、井 戸 屋形 である

5  VI I  



8 本 館 東 函

庭 問 より 、本 館の 、京商 のー部を 見た 闘 で、 右 方

古棋と老悔の楽越し 『亡、 座敷のー部が 見られ 、左

へ次の間に綴〈 、左 端 生J. i I と、木犀の老 樹の上に

表 門鼠根の紛が、出て居る

VI I  6  

9 . 本 館 西 面

純部屋の前より 、本館西 fl[l l を見る 凶 で ある。

中央は本官'Ir の凶入仁1. 右方は 下男部屋 、又左方椅

子 の 内側 は、発 P 元 で井戸主柱形に絞〈 。

闘の前 方 にお: は る、木材は 、昨 秋 の大 風に 、殆 ど

金 i戒を見 た、屋敷内老mの、残骸の一部で あ る

- 司司司



1 0 本 館 Z北 面

装門を入って 、 ｆｴ￭向 い て 、 本官Ｇｦｲを見 た ｬｩｾ ｬ で 、 ｩ ｩｉＱ路

より中央の入口を入ると 、別 附 の、遺品rr府民: であ

る、災前方は井戸原形 であ る
1  1. 本 館 西 南 面

米J i t ( 前の gg}也より 、本官官西市而を見る闘で 、右 方

は米 ｴｾｾ 場に綴き 、 左方下男 ｲｾ ￭ 屋のＡ克を越し て、 亙 ｅ

P'l の、茅1) : ' "量恨の、一部が見える

7  VI I  



1 2. 庭 園 の 一 部

陪闘 ｔ｜￯ ｊ［ｬ ｛ｲｾＱ の 、 ｪ 也 を 越し て 、 本館と 、そ の 来援 の

建物を見た I品であ る。中央の h版抜きを持っ た、大

尉.根 がヌド官官で右方松樹のr : nｾ て 、 ｊｉ える土滋は 、 滋

兵員長であ る

VI I ・8

1 3. 葺 所 の 屋 根 裏

選 Jfr民2佐 の 中央に立って 、E 木を組合せた 、展 根

裂 し 燦 放 さ を、見上げた l司で 、中 央から少 し右

容に 、 ，ｾ < 口を開け た物入の 内部 には 、7]( 1匹など

が見え る



1 4. 本 館 牽 所

定 り 元の是正から 、 ｾｽ 折を見放した ｩ 品 ｬ で 、 中央右Ｊ

の、両日子F章子 をi 1s して、 勘定場の - ;¥11が見ら れる 。

方紛の入口 の院予を IJH < と、玄 闘 へ 絞 〈表門内 の

h'1i 場 で ある

15. 葺 所 筏 の 間

勘定揚の雨入口 の前に立って 、板 の 111]か らE差別と

際低を見渡 した闘 で 、 ζ λ は&j ! j 主どきなどには 、

小 作 人 で1滞 き れ る 所 で あ る。

大 然 性 の か げに l士、燕がよ拡をかけて 、 しき りに出

入 し て ゐ る

9  :¥111 
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1 6.  勘定壌の内部

勘定場の北京附 に して 、附子の上に

t&る l宮、1品・合ffr の、古，. ｾ、誌合 であ る

1 7. 座 敷

本館東端の比ー に面 した10必 の座敷で

次 の 8 昼 から 見た 凶 である o JJ:riー の老

梅を被った 、手洗鉢の左手から廊 下

慨ひ に、 これは近代 風に改められ た

湯殿 、保!.&i な どへ羽 じる



1 8. 庭園の一部

本官'ff;11  ｾ Ｇ ｩ ［ｪｬ＠ J )  t-l I  ｾ 肢か ら 、

民Ｚノ Ｇ Ｉ Ｍ［ＧｾｩＩ を眺め た が Ｇｾｬｬ で

こ の 民ーには 、 ＮＧＮ ｵｾ 山 刀

法 望 が 、]阪 入れ られて

あ る 。 後方模ノコ生J . TI 乃

花り に 1;;: 、経 ノ::> 'aHtii ヵ: 、

丸 〈刈込 ま れ 、左 方 に

手洗鉢を波」、た 、老 i怖

がある

19. 庭園の一部

庇に立って 、 本官官 国ｾ ｩ｛ Ｑ

添 の 、 縁 IUlj と手 i先生+の

訟 を 眺 め る 凶 で 、後 方

には 、木犀 の E 木 が 、

林 を な し て 居 る

2 0. 本館南の周

後方右手は担ｾ乃入口 で

中央 の Ｑｉｾ 石 偲 ひに 、そ

の; ! TJ 路に綴〈 よ ど 竺三

H .  vi l  
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伊高里の陶器蔵屋敷 と津和野の紙蔵屋敷

工皐博士 大 熊 主妥 多目

i じ戸といふ城下の仰市はf . f . . s . 、までもな〈政治的者11市で大名旗本以下武家の生活から この

大都市は成立ってゐ 1: 。商家と その商業と はし、は V この武家の生活の尽の必要か ら繁昌し

にとも見 られる ので . 物資の集散も 亦 その大部分はこ の都市 目営の治資的集散に過ぎ ない

もので あっ 7こ。従って 日本橋を中心とする江戸の川の継 ともいふべき地域には白壁の軒を

連ね＿ こ 河岸雄、土手蔵 ｾ初め 商戴地は在 つ ＱＺ が 、離 屋敷の集囲は訟に見られなかった。寛

永の頃漉草川即 ち今の隅田川 k 口である海の港ともいふべき地域に十数閣の諸i展段蹴屋敷

を有ってゐ? 二、恐 ら く米蔵屋敷と思はれるが後にはそれす ら見へな〈なってゐる。江戸幕

府の米民即ち蔵屋敷は浅草と本所に在つ?二カ ， 幕府への上納米の蔵で主として武家食品に

支給されに米である。その大部分はキしをの手に依って金に換へ られ牒民の消費に充てられ

? こことは武家と札差との貸借関係に因って能〈狗1られるのである 。

にか ら江戸に入り来る物資は社舎経梢か ら見れば江戸の自己消費に過ぎないから 、戴 屋

敷の存在が特に必要でもなかっ? こ。 そこに江戸と大阪との聞に大使な相違がある。大阪は

rf l来 商業主? 以て強濯し仁 、 それは今更言ふ迄もない事で江戸の消費的城下であるに射して

大阪は商業杓城下である。物資 の集散も亦江戸とは趣を異にしてゐる ので諸閣の大名は大

阪をそ の 目棋に置いてゐ 1: 。而も諸大名は務の財政策として各自が領内に於て濁自な物産

の産 ，ＧＭｉＧ， ｾ企てその産業と共に務外輪 ，ＧＭｉ Ｍ Ｇ， ｾ奨 ω ｊ しにので陸路運送の不利を避りて ｆｊｬ 蓮に依っ

て主として大阪へと廻漕しに。かくして蔵屋敷の存在が必要となり主として米穀倉庫と役

宅と ｾｶ Ａｈ へ仁蔵 屋敷を こ〉に構へ 同時にその闇産物の毅屋敷をも備へてゐにものがあっ

1: 。賊屋敷は諮問の大名ばかりではなく寺枇のもあり幕府成本、花園老臣のもあっ7二が年

年領内に産 する 物 産 即 ち蹴 物 ｾ版貸して線 財 政を支へんが矯めに存在の意義があっ ｦ 二ので

I- I:戸時代を通じて大阪が経済上商業上に掘を稿し? このはこの競屋般の存不Eにあるといふて

も差文へない位r. である 。

大|仮は水利のIl lf でーあり 州連の川であり 川の継であっ仁 、故に破屋敷は し、づれも 刑浬の使

に宮ん ＱＺＧ 位置に榔 へ ら れてゐ ＱＺ 。其［ｊｽｦｪＨｾ誌に ｌＲＰ 徐 を＿放へ ＱＺ のは天保の頃である。尤も一緒

で 2 ケ所榊へ?この もある 。

上I l lr には土iili J 榊戸( 伊勢) 。下館。紀伊

舶場には彦根。r J l : 岡 J 吉 ff l ( {)Il象)

天尚明川以東には岸和凶 県明( 下型F 。高槻( 械津) 。律。忍。惣祉( 備中 、。 名古屋。



高崎。岡安。能瀬( 寄合)

天満掛川以西には沼 田。Jl 寺中( 封馬) 0 尼ケ崎。供伯。弘前。休賀。 IJ、放( 備前)

堂島には怯 山( 伊議 ) 0 忍。 時枝 ( 豊前 ) 0 岡田( 備中 ) 。新 聞( 肥後) 。小田原。足守 ( 備中)

大村。 桑名。久留米。三ヶ月( 播燐 ) 0 名古屋。庭瀬。丸岡( 越前) 。長岡。際島。秩因。

久留米。延問。中津。富 山。人吉。 臼杵。壬生 ( 下野)

土佐堀川江戸堀川聞に は松江コ蓮池。 稲 山。萩。 新谷( 伊政工 久留米。出石。徳山。鹿児

島。林 田( 播腐〉。小松。三岡 ( 概津〉。飲肥。 富岡 ( 阿波) 。佐土原

江戸堀川京町堀川聞に は名古屋。高鍋〆日向 ) 0 津 F日野( 石見) 。 五島。磐城卒。 須本。徳島

阿堀波川道頓堀川聞に は松前。徳山。 鹿児島。高知》須本。

安治川木津川聞には萩。清水。国安。 一橋

の蔵屋敷が土地主? 連ねて構八られて ゐ?こ、諸書尊厳屋敷の集園地 ともい ふべ きは 中之島で

成羽 ( 備中 、。仙妻。潰因。繭井。 唐津。 水戸。島原。 金津。松 山。 山形。府中 ( 長門)

岡 Ｈ製 後 Ｉ ｾ 府内 ｦ 豊後 Ｉ 。 岡 山 。平 戸 。 大洲 ｯ 字和島。秩月 。 幅問 。 鳥取 ｣ 日出 Ｈ豊 後 Ｉ

森 豊後、。今冶。庚島。大垣 o 久留米。明石。岩国。姉路。柳川。高松。徳島。丸亀。

熊本o 鹿島( 備前) 。杵築。津山。龍野。安志 ( 播勝) 。小倉。西{康・

等の蔵屋敷境を援して構へ もれてゐ fこと ころは賓に大阪の大阪? こる の観があった こと であ

らう 。幕府の米鹿即ち御蔵も 亦難波に置かれて ゐ?こ。

幕府の御磁石T初 め諸侯の裁屋敷の規模が如何なるも のであっ ?こか、それは幕府時代の倉

庫建築の 一信系と して社合経慣史的に興味ある問題とはなるが 、こ の米蔵屋敷に闘しては

後日 の機舎に譲り葱には伊高阜の陶格競屋敷と石州の紙破屋敷の二つを撰んで其規模を 明

らかに して見 ょう。米穀の離屋敷も大小の相違こ そあれ大韓の規諜に至つては主主に述ぶる

こ種の もの と格別の異ひはないが、川岸揚の倉庫である蔵屋敷 と入掘を有つ蔵屋敷と二様

の系統はあ る。

伊 寓 里 の 陶 器 蔵 屋 敷

有国境は遠 〈佐賀藩の始祖鍋島直茂公が征韓の役に豊公に従ひ. 遠〈 韓地に渡来し? こ時

に、彼の地の陶工を伴れて師 れ 盛んに 製陶に従事させにのに 初 まる。 其後名工柿右衛門

の研績は有国慢の特色を現して名聾を 天下に傘ぐるに至つ? このは鈴りに も有名な話で ある

か〈てこ の頃から 有国製品 の務僚は汎〈四方に体格 して販路も 亦成 〈東閣に迄及ん fごので

ある 。 ｦ 左 賀 藩は こ の製 品 の務外輸 出 の 矯 めに米穀の藤屋 敷と 共に 大阪 に 伊蔦 里の 陶ｾ 離屋

敷をも 構へて ゐ?こ。- 1こし 、は有聞 が芸実業地であるが交通の使が悪かつ? こが矯めに積出 し港

である伊高泉港の名が冠せられて、 伊TJI，里焼と 稿 されにので戴屋敷も伊蔦A とうさ識と呼

ばれてゐ?こ。

鍋島藩の大限蔵屋敷は其本邸が天満 11 丁目にあり陶器蹴は堂島川市演通りに あっ ?こ。

13 VI I  



VI I ・14

この蔵屋敷本邸は元総時代から 在つにもの で而 も戴屋敷の集園地 が元称時代の開拓である

から . この戴屋敷は開拓の営初か ら構へ られて ゐ? こ機である。

本邸である 米 穀の蔵屋敷は 敷地総 坪 Ｓ ， ＴｾＸ 坪絵外に預地 ＹＸＶ 坪棋 の旗 大なも ので 南潰通

りに 水門を聞き機内に舶入の掘があ れ 米 蔵 は 11 棟 32 戸前で役宅を初め役人のノj 、家 ‘ 仲

仕長屋等が構へられてゐ Tこ。

堂島 川 の臓は土 地 の 線 、 坪数 Ｑ ， ＰＶＷ 坪徐で東宇都の ＵＶ Ｖ 坪程 が陶 ｾｩｾ 肢で西寄りは 米議で あ

る。

米 競 4 棟 9 戸前 役所IJ、家 2 棟

陶格競 3 棟 13戸前 役所小家 2 椋

で陶器臓の 3 棟 は、 l 呑乃至 7 呑土蔵の 1 棟が 108 坪 7 合字。8 蒋 9 呑土蔵の 1 椋が42坪

半。 10 呑乃至 13 蒋土臓の I 椋が 81 坪 25 で 1 戸前の庚さ は 12 坪宇乃至 25 坪で ある。構

内一般の配置は闘に明細である から主主に 蛇足をがlへないが戴の構造は営代一般の米離と同

じ 〈瓦茸塗範造りで あつ にも の と想像 される。 13戸前 232 坪程の土蔵に年 k 出 し入れきれ

?こ伊寓亙障の量が どの位の ものであ っ7こかは資料の存するも のが無いので不明で ある 。

津 和 野 の 紙 蔵 屋 敷

石州亀井家の津和野務は地名を冠して呼ばれる程に有名になっ1: 石州字紙の生産地 であ

れ 各地 に共販路を開拓 してゐ? こ。従って佐賀務が伊禽翠陶器戴屋敷を大阪に構へて ゐ1:

様 に津和野藩も 亦紙 の菰屋敷を有って ゐTこ。

津和野の臓屋敷は元秘頃から の存在で江戸堀南側 4 丁 目に在って 、其構の粛さは江戸堀

800坪 . 同演地 560 坪. 道室町 476 坪 、線計 1，836坪程で江戸堀川 に面して御舟入 と揚場と

桟橋とが設げられてゐ?こ 。土蕪は 5 棟 8 戸前で務の役宅 と役人及び仲仕の長屋とがある。

- 1: い簸屋敷は大阪に於りる務邸でそ の役宅には留守居。名代。戴元E 銀掛屋。などの諸

役 が置か れて ゐるのが通例で、留守居は務の有力 な役人、 戴元は難物の出入 f!?取扱ふもの

で落によ っては町人 を置 い?ことい ふ事である 。銀掛屋は金銀授受を取級ふ役 目でこの外に

仲仕がゐ て其の住居もある。

この戴屋敷の一般的の制度を念頭に置いて津和野・潔の厳屋敷の配置を見れば 、大阪の蔵

屋敷の一斑を も知る事が出来るが 、米穀煩の蔵屋敷と異っ て磁の戸前の数が割合に少な く

5 棟 8 戸前 129 坪 5 である ことは菰物が字紙で あっ7こからであらう。それにしても臓の割

合に敷地 も役宅も庚大である のは江戸時代の悠長 さを物語るもの である。

以上は筆者が持合せてゐる蔵屋敷闘簡の内のご.種に就て闘を根擦として記して見? こので

あるが 、 元来大阪 の 江戸時代に闘しては未 ＱｾＧ 研究 の 不 十 分なる筆者で あ るからそこに誤る

とこ ろが無 げれば幸である。ま? こ津和野球裁屋敷の闘は岨井家に停はって ゐる もので、陶

器識の聞は原本が大蔵省文庫に保存されゐ? このであるが闘東大震災に 焼亡して今は無く こ

h に掲げにも のは筆者の複潟して置いにものである 。
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南 難 波 村 百 文 銭 吹 立 所

工撃博七 大 青島

三五巴f

主Zト 多目

享 保13年から陸奥石ノ各と大阪難波村に於て寛永通費の銅鐘を銭1: 。難波村の錨銭壌は

道頓堀裏戎橋筋から西に蛍り銭庫支配人を中村忠兵衛. 丁字屋喜兵衛、島屋嘉兵衛の三人

とし? こが同 15年に至って駿止されに。こ の鋳銭場の規模は未にそ の蛍時の闘が 見営らぬの

で明確に知ることが出来ないが 、百文鎮即ち天保銭の開錯に際してその吹立所が同じ難波

村に設けられその園面が幸にして手元に残ってゐるから … … 原本は震災に焼亡し? こ… … 大

阪費料のーとして簡単に記さう。

百文銭 即 ち天保銭の銭浩に就ては大日本貨ｾ史に

天保 Ｖ 年嘗百銭ｾ鋳る、 Ｙ 月令して日し今回世上通行の＿こめ新に賞百鐘を鏡遣す、而

して此銭 1 個を以て他鎮の百文に首つ . 通行して滞る勿れ。

右天保銭は天保 6 年初めて之を鋳迭し、其後は寓延年間最も多〈鍔迭し? こり、此高延の

鰭迭は諸藩利Ｎｾ停め賞百銭と交換せしめんと の 策にて、乃て毎日 ＳＰＨＭ 布役銭迭に及びしが

途に銅乏し〈なりて共事行はれ十. 宰し〈只営百鎮の放のみ増加し 1: 1) 。

と記るされてゐるが 、 この百文 銭の吹立即ち鰭迭は江 戸橋場の銀座下吹所を天保 6 年に新

規建て直して銭座の百文銭吹立所とし同年開践をしにのが初まりで爾後各地で鋳造されに

橋場の百文銭吹立所の規模は

用地綿坪 1，627坪 5合

建物綿坪 759坪7合5勺

内

役所並勝手焚出所共 81坪2合5勺

外 柿屋根 6坪

錦銭仕上方
418坪7合5勺

タト柿屋棋
31坪 5合

役人長屋 162坪5合

表門裏門中門共 3ケ所

で川に面しに長方形の地所である。

共後大阪難波にも亦百文銭吹立所が設げられた。こ〉に掲げにのは其の取建営時の線緒闘

で. 闘面の示すところに操ると、

線 地 坪 2，700坪 徐

ｾ Ｑ Ｕ 刷



線 、 建 坪 888坪7合5勺

内

役人詰所、出来鏡上納場等

手代及座人詰所、出来銭改場等

自月以股場等(意思1捕手

荒鏡取扱所、研場( 鰐l: 目半

出来銭取扱所、研場( 梁間 5問

¥:Il r行 14間小

形場、大吹所付( 梁間 5問

Ｑ 桁行 ＱＵ ｲＺｾ

ワラスリ場( 鰐 3間半

鐘方、日行事場 ( 鰐13目

掛 改 所

銅 合 場( 梁間 3 f，O

1桁行 4問宇

出来銭吹元入納屋(梁r: o 2問牛

1桁行 5問

納 屋(梁間 3r: H

L桁行20問

捕物場、取揚場、茶所等( 梁間 3m)

1桁行 12 tH]

置場、 茶所等

門番所、物置、 賃銭渡場等

中門番所

便 所

棟

棟

棟

'

E

A

'

E

A

'

・

A

l 棟

1  ;J:.束

2  ;t束

1  ;t束

1  t束

1  ;1:点

1 棟

1  t束

椋

棟

棟

棟

棟

棟

1

a

'

i

1

4

1

品

1

A

R

V

で橋場の鋳銭所よりは少し〈規模が大 きかっ? こ撲である。叉闘面に示され fこ建物の配列か

ら見る し 納屋から銅合場を経て形場に於て鏡迭され . 荒接取扱所に行き 、 それから 出来

銭取扱所に迭 られ . 然る後、出 来銭改場を経て出来銭上納携に行寺 、出来箆吹元入納屋に

納めちる〉順序に線、てが配列されてゐる。

イン ベイヤ ル. ミントに相官するも のは俳句肢の相川と江戸の金庫とであるが銅銭の鰭土産

所として殊に天保銭鵠迭の工場として難波村にこの様なものがあつに ことは大阪の祉舎経

済資料として文献の上に明瞭にして置き 7こし、。

狛在余談では あるが 、天保銭の銭文筆者に就ては自分が少年の項老父から話され? こ事を宇

ぱ記憶して ゐるが . それ によると、幕府は天保通費の文字を五名 の嘗時の皐者に書かせ 、

それを 支那に送って審査させ . 首選しに菱湖の筆を採用しにも のであると聞いてゐる 。今

日の所謂競技法で面白い事であると思ってゐる 。
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版
三重

胆 I
1/L 残 れ る 発E 士

( 埼 玉 懸 の 一 部 )

二[ 易再開士 堀

建 築 資 料

/越 N¥) 

明治維新以来欧米の文物移入に多忙でみつに我が園では、現在に於ても向a洋風模倣

の風が盛である。我等建築家としても飴りに多〈洋風建築の手法を注入され、又之を用ひ

なげれば. 世に鹿して行げない環境が問来上ってしまつに 。そ れであるか ら. 都聞の別な

し 文 化の進展に必要な努遜以上に郷土建築の破壊が行はれる現状である。

此の時にあ? こって「建築と枇合」 が年 k 郷土建築競を刊行 して. 其の研究熱伝昂 める

ことは誠に路しい。

郷土建築の研究には . 主要なる二泊ーがある。ーは農村、山村、 f旬、村等の地方住居改善

に封する研究で あって、前士合政策性を? 帯び? こものであり 、他は地方豪家の大住宅を建築製

上より調査研究する純事術的なも のでめる。此等の研究は其の範囲が頗る腐けLである故、

偶人のカでは大成し難し、。どうして も全国的の有力なる圏悼の永い努力に侠? こなければな

らない。

郷土建築の調査研究に於て 、捕逸 . 換太利及び瑞西の三園では . 既に 20世紀の初頭に

各の闘の建築聖書舎で全園的に之を行って、聯合して次の如l 事大出版をなして居る。

Das  Bauer nhaus in der ｓ｣ｨｷ･ｩｾ＠ ( 490 x  350)  1903.  Schwei z.  I ngeni eur・l l nd Archi tel ← 

ten- Verei n 

Das  Bauer nhaus m Oesterrei ch-

Un g a m ( 490 x  350)  Oesterrei ch.  

l ngeni p. ur- und Archi t ekt en-Ver ein 

Das  Bauer nhaus in Dent schen Rei -

che ( 490 x  350)  1906.  D eut sch.  

Archt ekt en- und l ngeni eur- Verei n 

叉瑞西の建築皐舎では欧洲大戟に煩

はきれなかっ? こ故か. ＱＹＱＲｾｰ から ＱＡＧＲＴ 年

に亘る十数年間を唱して、 Das  Burger-

haus i n der Schwei z ( 320 x  235)  1ー

X V I l I B d { f 刊行して居る J 此 等の 1'11版

物は執れも貧測園第員等教百の圃版を牧

群 民 ττ 一 末 /

" とγ 一/ ずら6J Vy a  

'ー ' ，@  @  士奇 1"' ¥ .. 

;ぐに 王id 科目、J11
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現

域
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:F ゴt ¥ 壬 : ¥¥¥頭

、 【 ¥、 閉め、 ¥ 

; 、え ーがb 、 1 ¥ 
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ふ r- """ -""， 、 1へJ ?ぺ， i
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圏内の量生字は間肢の番畿な P
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【第 1111】 北お飾郡八代村大字卒須賀〈大日本博覧閥 、明25) 原岡 2i Ox J6S  

【第 2 圏〕 北お 飾郡挙手町 、LI二村かj! 詑 ( 大 口本博覧剛、明25) 原悶 273xJ 65

【第 3 圃】 北ｾ釘 ｬ￮ 郡 機同村 大字中 川 崎 Ｈ 大日本博覧｛鶴 、 明 Ｒ Ｕ Ｉ 原｛ ｩ［ｊ ｝ 270x 165  

VI I  18 

め. 之に解説を附し? こ

治構なるもので . 彼の

園の農民家 、町民家の

記銘としては貴重なも

のとなって居る。

我が闘に於ても 、

古J社寺や、園賓や史蹟

名勝等と並行 して . 郷

土建築に射しでも調布

研究が行はれる様に 、

有 力なる 機開が設置せ

られん ことを切望する

明治15年頃か ら明

治25年頃に亘って、各

地方の大家豪家の家屋

敷を銅版に印亥IJ して出

版することが流行しに

未七潟県製版の無かつ

に時代であるから 、透

視闘式措法を以て極め

て説明的に寓生されて

ある矯め . 建築物の見

取聞として頗る要領を

得て居る。此の 出版 物

は殆ど 日本金閣に汎〈

行はれに ので はあるま

いかと思はれるか ら、

郷土建築の調併には相

営役に立つであらう。

今芸大に東京近郊崎

玉l販の一部のものを例

に 翠 げ て 参 考 に 供 す

る。



私の 所 厳 して 居る

此種の 銅版詰は 冊 数に

して 十 数 問 、 回 数にし

て千数百 に過 ぎ す . 向

lま全 図 的には様 山の蓄

がある こと 〉思はれる。

研究家の参 考の矯 め所

識の書目を も併せ て掲

げて 置〈 。

郷土建築資料書目

;東京 商工博覧給第 l 綱

( 180 x 82) 明 16t. p

東京 商工 博覧給 第 2 繍

( 165 x  110) 明 17t.f.

東京 名家 繁昌闘去最 2 編

( 17 8 x 80) 明 17年

工 商技術都の魁 2 知

( l eOx  II C) 明 16年

浪商ヱ技畿美fkの魁

(1 78 x  116) 明 16年

ｾ ｪｴ Ｉｪ 工技 連主 備後 乃 魁

(17 8 x  120) 明16年

商工仕i館 魁

( 178  X  118) 明 18年

名勝風最製産物貨有名家

商工業 技重量之早見似覧

(1 75x 75) 明21年

北海立志園長手

( 152x  105) 明23年

大 日本博覧給

( 310X 225) 明22年

大日本博覧悶

( 315x 215) 明25年

書名 不詳

( 20Cl x  150) 年代 不詳

書 名不詳

( IE Ox  1∞) 年代 不詳

書 名不詳 大 阪西 区及北区

( 180x80) 年 代 不 詳

F  'Y-f:  J :" 冷

却錦I ! j 兆

弘 二 什 甫 ，、

f LTA:rSUYA  

F点在寂b緩 儲

削l ' Aぷ"' l ' SU 旦 i l KAGORI

F N 2: 当r nu

.J/ i PI W 

【第 4 圏J 北11; 飾君[1八 i jj H ニ ツ谷〈大日本博覧給、明22) ]，京間 27 0 x l i O  

[ 第 5 園 ) m埼 玉 郡司?林村 〈番お不詳 、年 代IVj20頃 ? ) 原1;; 1 175 x  120 

【第 6 圃】 r!ri : l 脊玉君$袋山 村 〈書名不詳 、 年代明20頃 ? )  J.京国1 132 x 8 0  
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【第 7圃】 南埼玉郡鷲宮村

大字上内二ツ 池〈大日本

博賢|邑l、明2"))

原凶 272x 165  

Ｈｾ＠ 8111) 市埼京都鷲常村

大字3告訴下新井〈大日本

博覧I伍l、明25)

原 li Oll 275 x  165 

【第 9111】 南埼玉郡篠津村

大字高年寄〈大日本博覧l首l

明2S) 原岡 273x 163  



【第 10・】 北 足立郡恩村

( 書名不祥 、年代明 20 tTI 

?  ) 原岡 135 x  85 

【第 11圃】 北足立郡安行制

本良斧村 (苦手名不詳 、年 1-t

UJj 20頃 ? ) 原 l伍]1 8 0 x 135 

【第 12圃】 北足) 7 . 郡中尾村

( 書名不詳 . 年代 日月 20 ti[ 

つ〕 原闘 220 x 165 

¥

守

合

肢

体

制

星

空

警

妻

郡

安

村

夕

涼

均

一

帯

7

柔

矢

作

吾

乎

曹F 立 A 九寸? 車是正埼

村 淳 司 民 宇 貴 行 司F

i金製族令紙業務書長i市

街安部洛漆斗、

21 VJ I  



【第13圏】 北足立郡大間木

村 i有下 ( 害名不祥 、年代

明20<:頁? ) 原岡 270x 180 

【第 14!1l) 北 足立郡 大 間 木

村〈書名不詳、年代明7 . 0

t Q ＿Ｉ原翻 Ｑ ＸＰｾ 135  

【第 15圃】 北 埼f 郡7l<i架村

大字大家 ( 大日本博覧I函l

明7. 5) 原凶 270 x 160 

箇 3依A l ' 車是主: Ａ ， ｾ Ｎ＠

材木 ｮｾ 久 利 Ｑ 立 尺 ｉｉ

締を脅畿義者荏

耳カ 之 達 熊

a

L
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【第16圃】 :It 埼 京 都 大 桑 村

大字花崎〈大日本博覧l同

明25)} 原岡 270x 165  

【官官17圃】 北 埼京都 大 越 村

大学大越( 六日本隊質問

明25) 除、悶 270x 165 

【第18圃】 北埼京君巨大越村

大字大越 ( 大 日本博 質 川

明25) 旗開 270x 165 

A1 A q: 人J 十l ば ノヰ

達三二勘本榎

ｉＡ ｾ＠ 凶 .tJ t 暫 1・珂

. I IS大中i <t l也 }、

2 3  V If 



T. TAKENOUCHI 

Ｂ。古川岬刷ｾＮＮＮ ｾ ｬｚ ￞Ｎ＠ ｗｾ 臥
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【第19圃】 北鳩 3<郡志多見

村大字 司¥1乍( 大 日本悔 質

問 、明25) 原岡 270x 165  

【繁20圃〕 北 惰 京都 持岡村

字待問〈大 日本博 覧問 、

I明25) 原 I河 270x 165  

【第21圃】 北 埼 京 都 皐川 村

大字和田( 大 日本博質問

l珂25) 原 l尚 270x 165 



庵
長;

"; 1'、 室

藤 原:

，，__' f .... 

議長

京都附近にある庵と茶室を一つ二つ皐げて見ることにしに。京都附近には名茶室多し

j武股な庵も少〈なし、。そ の何れを興味ありとするわけには行かぬ。何といふことなしに 、

唯ピ自分が比較的こ〉ろを惹かれ? こも の 〉中 から いし、 lJII 減に記すことにしに。拙文で長 k

しく稔〈 よ し 不 鮮 明 で も E芸員の方がは るかに要所が惇へ られるから . 潟県に依て順次見

て行かれにし、。( 昭和 10 年 5 月 10 日)

J; 

‘  

昔

、
且

え

史

白

r
a

1. 芭蕉庵夜牟亭 側 而背後よ り見た と ζ ろ

洛北一乗寺 村 にｾ 願寺 とい 」イ目前・な 寺があ りＮそ の庭の後山に

芭 Ｎ Ｈｾ Ｑ 乃ｻ主んでゐ た庵 が あ る。 ｾＡｩｦＺ 村再興と体 へ てゐる ｯ 11' - 面見取

If;1に示 す通 り、一隅 の床を併せて 4 盤 牛が主京 で . 2 方 に 縁 側

を設 け1別F幸子を 建て 、一方に ち健七窓を tE り、後ろは板の間に ii1i

ず る。放の 問には流及び雄があり 、又土! 日l入口を設けてゐ る

十

26 VI I  
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2 . 芭 蕉 庵

縁側は央板の聞に竹を挟んだ経快なもの 、障

子を聞けたと ζ ろは床前の 3 昼になってゐる

3. 芭 蕉 庵

様 fUl J から軒裳にか けて見たと 下 ろ。竹縁、竹小舞

のｾ 葺 ーで ある ｯ Ｒ 主 方に ｾ Ｎ ｉ ＭＮ 窓 の Ｍ ｦ 絡 が見え て ゐ る



4  芭蕉庵 床 ま は り

床柱 は下 部 が 切 断 されて 吊

床のや うに出来 て ゐ る。 床

の 天井 は竹竿 様 に杉t反猿り

床脇 約 1 ，盤と L か ら襖 を聞

け る と後ろ のt反の 111] へ必 ず

るo 70 t.( :t 竹 竿橡 lこ杉皮 張

り。床前 3 処は 貸子 天井 と

なってゐる

5 . 芭 蕉 庵

t圧の I i 日の一隅で あ る。 流 し

があ り、 極 快 な慾 をあけ 、

風 ｾ ｉ ｻ［ な Ｒ Ａｦｾ 棚を 設 け て ゐ る

天 井 は竹棒 、ノj、舞藁11:のE量

級哀を その ま λ 見せ てゐる

如 何にも 芭 'I!. Wf みの 庵 らし

い感が潔ふてゐ る

Ｚ ＲＷ Ｇ ｾＮ＠



'6 . 芭 蕉 庵

J 7.  水無潮宮燈心事

o)  
t事 .， 

ｾ＠
食嘗

1' :" 

流しは量産子になり 、脇f由の

大阪府三島郡島本村大字貸瀬にある
キ

手法など質ヰト閑寂である。
後水尾上皇の管まれたもの、萱葺の

見

瀦酒な亭である。凶は前J i t - 角より
吉正

下地窓から隅棚にかけての

-匂

寂びたととろ 、明り慾の関

見たととろ 、2 方に縁側を附し 、明

障子を建て 、 内部は 3 坐 の茶室と 3

ｾなととろがあら は れてゐ
坐の 7J<A を主とし 、手前昼、床 、混

I  
るであ らう

榔 、流し傍の配置 が甚だ巧みに自然

に出来てゐる

3刷 、.却



8 . 燈 心 亭

7 闘の反封側、即ち後庭の一角よ P 見たるととろ

橡 II!l J はなく 、3 盈7 . 1 < 易から明障子を開けて 、直接

土問臓 に下リるや うにな ってゐ る。軒柱上方には

細丸木 を 以て野趣 に 満ちた欄ｲＺｾを縫ってゐる ｯｾ

上窓の内は 7，)(庭 の流しであ る

9 燈 心 事

前 庭から様 IlIIJ近〈に寄って見たととろ 。中央線 栓

の同」、に 3 尺ばかりの床の間に似た入込んだとと

ろが見える 。上に袋棚 を 造 り 奥 1- : 1茶室の手i l i J 昼で

そこに下地窓を設けてゐる 。様ヒの欄間 は中央雲

障 子 を 入 れ 、左;古は萩などを用ひて風流である

2 9  yl l  



VJ J  3 0  

1 0 燈 心 事

3 盈 茶室床脇迩捌から 、給

似て 口の あ たり を示す、 床柱

は手手手目 はつ p 、給仕口 は

自然木 を用 ひ、 引襖 を建 て

そ ζ の皮付柱 1':: ii5..1、て太竹

柱の 見え るのは 、茶道口 の

脇柱で あ る。主主棚 11: 前方 に

出て、後 壁面 に附 かず、 後

板 は絢 ｾと な っ て ゐる 。 」 ニ

方 2 段 の袋 棚 を遺る 。 下 段

は板戸 、上段は検とな って

ゐ る

1  ，. 燈心事天井

細 い嵯峻丸太を 太鼓に した

の を組んで吹寄格天 井と し

絡rmにはil!i 'lけ のや うなも の

を用ひ てゐ る。と れ は萩、

木減、山! ! k . 蕨. 芦 . ii 草、

読者 、 ｾ Ｇｉ作、などの 輩や斡 を

寄せたも ので、 燈 心 のやう

な材料を以てしてゐるとと

ろか ら燈心苓 の名が起った

と云は れて ゐ る。 自分 は一

々検 したのではない から、

呆 して上記材料 の沼 り か 何

うか断 言出来 ぬが 、特 間 毎

に額 々の異る材料で遺 られ

てゐ るらし い ことは篤民に

依 って も列る



1 3  燈心亭 水屋蓮棚

氷 j廷は 3 挫 で 竿線 天井とし一方 に公 子の i;!t し.

一方には脳l の如き 注抑i があ る。 中央の初lに{ 氏て

1: .1、2 段に 分 れ上下それ ぞれ趣きあ る迩 棚 を 設

けてゐる

1 2 燈 心 亭

茶 室一隅 、障 子 を示す。

障子は可なり擬 ったもの 、桟 は 1;本2 本 3 本 の吹寄せ

とし たのは桃 山 から江戸時代にかけて欄間 な どに は往

々見られる 。 腰板の 7Jミ引 tli li りlよ篠で迩られ、外 (I!I) も同

機で あ る

31.  VI I  
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1 4 燈 心 亭

7)<. 履流し の窓 の方を 見たととろ 、明 障 子 商 が大 きくて 7)C底流

し と しては 稀に 見る 明る い光線 を有 してゐ る。 左 方 に7)( 取口

を設けてゐ る。 上方に l引けを! ! k 寄に用ひて経快 fJ. 欄 間 企 治っ

てゐる

1 5. 松 花 堂 茶 室

京都府綴喜郡八術町大字志水女郎花坂ノコ

西村芳次郎氏宅の民内にある 。佐: は石m

7) C 八幡泉坊 わ陀 闘を診したと 去 はれ る名

闘 で 、 茶室 ￭ Ｑ 淑本坊 ｈ 百 薬 ｉＩｾ を そのま λ

{専へ たも のである o Jl nちII ll 書きが泉之助 fこ

退E' 中、箆 永 8 年比・中に先"V.焼 失 した総

本功乃残木を集め て作り 、qq: に松 花堂な

る'f，J l を上げ て其悦としたと仰へて ゐる 。

大き 凡そ方 I 間 半、ltSl f- W形治 、2 必 の

茶 室 を 中 心 に、次 の 間 . 7)( /.荘 、土/ i Uがあ

り、 小さなもの で あ るが所 々に鋼 特 η 町

内いと ζ ろが 見 出 しうる 。 比・樹 ，こ 阻 ま れ

て迎会な令景がねら れず、 入口 脇 つ下地

窓 土光づ示 す

"'" 品

r  

r' ¥ ｾｋＮ＠

c' lUもs-

t  

"  0  

JOJ  
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1 6  松 花 堂 茶 室

Illfj 口附近を示す。猪目 慾 は7) d誌の明採

りで ある。 15闘の 下地主主 と共 l ご、松 花

蛍 !LI みとして注目 I亡値す る もの であ る

1 7  松 花 堂 茶 室

15闘の入口を入ったととろ 、土問 の従

のあた りを中心 と して 、各 室 の 配 置 iill

綴 の 具 合 が 甚 だ 巧妙 で ある 。 土問から

茶室に続き 、次の l旬と j ニItりとの問 Il nち

i径の後ろは引上戸を以て口を設けてゐ

る。次の間の左方少 し明 〈光線のき し

てゐると ζ ろは 糊口 で 、奥の I清ν 、とこ

ろに は7)' 尾への沼口 がある

:33  ...11 
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1 8. 松 花 堂 茶 室

2 盤茶室のー 側 に) ; ¥< と袋棚とがある。袋榔l は上中下 3 段

に区 切 られ 、各段: 宮匠を異にしてゐる

中段小襖 わ文字 は松花堂 の築であった が、今 は 失 lまれ て

模篤を 以て代へてゐる。下段戸内に阿形の雌が見 える 。

右に床があり 、左方は侠を捌け る と俳壇となっ てゐる

1 9. 松 花 堂 茶 室

次 のml の一隅を附 切り と して、フ)d "，: へ。

口を設け てゐ る。 内 II!II に附イーを 一枚目1 り

二つ折 りとして .1--方 に吊り上 lずる仕t l 1- ' :

Tよってゐる。燈心不ノヲホ械に比して I I j H

16  !i，:，1に於 け る猪日形主主より採光「るノノ

で ある 。左 方 K 糊 LI の戸が見 える



兵 庫 懸 下 に 於 け る 古 住 宅

野 地 修 左

千 年 家

兵庫ｾ採武庫郡山 田 村に俗 に 同地方で千年家と云 っ て ゐ る奮 家 が二車 Ｑ め る。字衝原 の 箱木

氏宅と、字上谷上の阪同氏宅とが それである。

揖津名所園舎 に も既にこれ を千年家と呼んで、 決の如〈記してゐる。

同日主簡原村箱木氏の家主? 云ふ。近年まで梁文に大同二年の文字あ りしが今なし。 此の

家の粧を見るに古代の物にして凡千年以前の開也。叉同谷東小部 にも千年家とであり

これも古代の家也。此谷に際 もす・すべて山中には所 k にあり。これより西山陰道の山

中谷 k の毘には古事家多し。

前者は云ふまでもな〈現在の箱木氏宅であるが、後者は阪田氏宅を指すも のであらう 。

創建の年代に闘しては 、箱木家には別 に所蔵の古文書ありて大同元年三 月十一日上棟の

事 を記 し、阪田家は大同元年八 月十三日上棟と云ひ停八て、共に位宅の内取付の聞と勝手

とが大間以来の ものとされてゐる。

卒面は前後に取付の聞と勝手とを並べ、布方には土庭( エワ〉を控八. 前面には一段低

〈庚橡 を構へ、更 に落橡( 箱木家 にはこれ を依 り を 設 げ て前庭に到して ゐる。 部屋の内

法寸法は取付の聞に ついて見 るに

箱 木 家 16目尺90 x  13. 尺20

阪 国 家 19. 尺25 x  12. 尺66

で. 京間では割り切れない。勝手 の間 も同様である。

壁は板壁叉は塗壁とし 、部屋の連絡には遣戸を建て 、コ ツト リを附げ て戸締り として ゐ

る。部屋の前面には 2 :<ド乃至 3 本障子を 入れ、その外方 には雨戸そ建て 〉ゐる。共に長.j lr

lまつりでゐない 。

荘は角u面取り面の大き は夫 k

箱 木 家 1/ 7.8- 1/7. 3 

阪 町 家 1/ 8- 1/ 7. 5  

佐の大さも一定しない。

天井は 2 本の梁を架して 3 分 し、 各聞を科縁天井としてゐる 。梓縁の上に は大同竹と得

して細竹 を並べその上 に涯 を敷いて ゐるD 梓縁 を? 支ふる 梁の下方に は更に梁を架げ桂叉は

36 VII 



第 1 圏 古 文 書

中古 の ものかっ

第 2 園 名所園繕所載の千年家

東に柄差と して ゐる。

康総の上には大屋根が葺下しになって 、直径 5 - 6 寸の杉丸太と竹の極右? 交互 lこ並べて

ゐる。軒の出は深〈高は極めて低い。

以上の現妖を綜合するに、建物は略同時代の ものであり 、卒面 には武家主宣主殿の形式を?

とり入 れて 、民家の基調形式を護展せしめにも の と考へらるるものがあれ細部には桂以

外著 しい特徴を示すも のはないが大関鎌倉末期の手・法を示すもののやうである 。

従って建造年代については 、大障に於て鍬倉末期乃至室町初期のもの と見る のが適蛍で

大同年間 の建造とは考八 られない。

体 ふるが如〈 大同年間 の建築とは思はれ ないが. 住宅建築として貴重 な遺構と云はねば

ならなし、。敢へて紹介す る所以である。

町
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建物ｾ位は四 百 ｩ し て南北 ｦ こ 延 び 、 名 ｦｦｲ 闘 舎 に よ れば治路に

面して 門を閃者 、[;'1(大な屋敷 を r1j めて ゐたゃうであ るが 、

今 は その悌も ない

中座敷 よ り奥 へ 4 ｾｾは徳 川 初 期 に 匙て帯さ れ た も の であ ら

う。会l ! l に一段低 めであ る。控! 縁は盤様で あったが今 はtl J

日様のま L になって ゐる 〈丸 印柱は 古 粧 を示す〉
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第 5 圃 取 付 の 閉 そ の 1

天井の弘憾 に素朴な民家の! J . J <ひが あ

る

VJ I  38  

第 6 圃 取 付 の 閉 そ の 2

附の tt には駿個の /J、火が見え 、手前 の t のには方立を

沿え てm兵が入 れて ある。笠の己主迭され たも のであら

勺

第 フ 圃 橡 天 井

内郊の天 nは延 び てjlq: T.1

に小天井を ;形作っ てゐる



第 8 圏 勝 手 元

土民主の一方にクドが設けてあるが、 その 上部に

はこ方に地械から下 げ墜を下して地帯ー とな し、

天窓を 通 し て 巧 な 排気法を講じてゐる 。

問中左方上f ，fi に?f. lr;: 板 が 張 つ で あ る が 、大 尉 根

の下鼠構造を示すもの で 、 ζ の部分はそ の催 延

びて裏側の部摩に J土び 、塗 天 井 となって ゐる。

そのため郊尾は著しく暗いo 平面夜 。11I貼 線 乃 部

分はとれを示してゐ る
第 9 圃 天 窓

3 9  VI I  
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タト家国第 1 0圃

=  

@  

阪 国 家 平 面 圃

建 物 は雨前 してゐる 。 中 段敷よ り奥 は 院 長 Ｆ ｉ ｾ !llJ の:Ijj 築と云は れ . 床 はI反付 のIl i ] より 5 - 6 寸 高められ てゐ る。土庭 は

明治29年 まで創建笛初 の ま L であ っ たが 、その時 現 犯の 如( 面白少し 、最近ぇ 3盈 6 坐 の- lt t J を建て格して ゐる 。

取付の! 日1の前面の炭 様 は 昔 は代 官腕として御裁き をな した ととろ と云 はれてゐる 。氏様の右に押入れがあるが以前防

風 呂であった の を改造 したもの 。玄関先に風呂 を設けるのは宮地方 のl間取 P の特色のーヮであ る

¥l ll 4 0  

第 1 1圃



第 1 2圏 取 付 閉 そ の 1

ｾ員のｴｲＮ方に Ｒｭ の鴨居が見えるが 、 敷居
が腐朽した λ め に最近 その外 ft! IJ 1<: 更に 新 し

い敷居 と鴨居と を取 り付 け た λ めで、昔 時

の敷居は溝型の査を以てそのま L 保 護 さ れ

てゐ る

第 1 3圃 取 付 の 閉 そ の 2

壁はγl、壁が 1 )そ程塗笠であるもの L 外 全 部 板 壁

である。そ れ放俗に板患とも呼んでゐる。腹自主

は主主に治』、て 内法主I まで方立を建て 、 ζ れ に 横

板が約められてゐるが、それよ り上 部は柱 に直

接 小穴 に突いである。

木部は すべ て鈴鈎 仕上げ 、長年丹念に勝かれ て

jf百塗 その ま L の色を 曇 して ゐ る

41 V I I  



第 1 4国 庫 禄 の 天 井

第 1 5圃 盗 賊 ロ

成様 の 小 ｬｬ ｩ｟ｾ 乃 Ｍ ｲｾｬ［ 魯 ＱＱｩ の Ｎ じに Ｑｌ 賊 Ｂ Ｑ

と手首す るノl、窓が設け られ ‘ 非常1. . 1の

朋をしてゐる。ｼ 白 ｼ中封戸 ｉ ｾ［Ｚ の筏 を持

つも のが それである

VJ I '  4 2  



第 1 6圃 勝 手 の 間

取 付 の 1I りと同 一手 法 を 川 ひてゐる

第 1 7圏 中 座 敷 と 御 座 敷

落 縁 の 下 に 椛石 の して あ る の は 珍 ら し

い手法である

4 3'V“  



犬 阪 の 古 い 型 の 町 家
一
一

ーーー一一ー.... ‘  

市】 橋 築 治

郷 土 建 築 の 保 存 に つ い て

郷土建築とは前れが初めて名付げにかは知 らぬが少なくとも民家意識が倣: 立された 以後の新らしい

言葉である。公共建築に封して 一方に 111]"家や農家等を指すもので民家と し、ふ語があるが. 郷土なる背

景を住に闘聯せしめに所に叉別に懐しい連想を輿へる コ公共の建物と佃人の住宅とは建築の二つの大

きな潮流である。ーは貴族的であれーは民衆的である。上手物と下手物。 威厳と親愛。前者は夫れ

自慢銃に堅牢なも のである 上に保護 を受ける機闘もある。然るに後者は生活に密接なにげ 、時代の反

照を受 付易 いfごり容易すく改説鑓更される 。公共の建築で五百年千年は敢て珍らしからぬが住宅は二

三百年を越すも の殆んど稀である。滅びるも のは

滅びよ 、 新 ら しきも のが 生れつ〉ある。 Ｑｾ Ｇ が何等

かの方法でそ のλ 型的なも のを 一二保存してお〈

のは必要な事で あらう . 人類生活史の一頁 として

も。黒出門が天王 11公園の美術館に保存せ られて

ゐる の も喜ばしい一例である。彼の外聞の郷土博

物館や工翠博物館に保存されてある幾多の質例の

様に。 亥I J k に移り ゆ 〈簡の遺構を? 何庭かに保存す

るのは物の思ｾ傘む所以であらう Ｎ 一考を求める

特に建築醐係者に ，

VI J  4 4  

南

区

鍛

冶

屋

町

穐

村

氏

邸



日 鍛 冶 屋 町 穐 村 氏 邸

大阪 の 活家 の 古い型式 の 遺つ＿こも のがま Ｑｾ 所 ｫ にある 、 島の 内 、 船場あ＿こりでは町内に 一 軒や

二軒は必十古い型式 の 家主＿見る、 Ｑｾ がそれも段々手 が 這入つ＿こり 嬰 に更へられにも のが 多し完

全なも のは そう多〈はない。

南区鍛冶屋町六ーの穐村治郎兵衛氏の本宅には完全 に大阪の庖家表構の型が保存されてある、

それに珍らしい事には表の二重締が完全に捷こってゐる 商買は針金丸釘商で ある。 明治十五年

の「商工技事浪華の魁』にある金物屋の庖の銅版認を掲げる . 如何に類型的に大阪の町が整へ られ

てゐ? こかを鋭ひ得るであらう。同邸は中流以上の有幅な商買の一型であらう 、間口も相営あり敷

地も可成町〈ーI l lf l ! i [制の約四分のーは占めてゐる( 現在は更に南 にー制‘の地 主? 増してゐる) 。

上 園 樋 村 氏 邸 表の

間

下 岡 後 村氏邸表の

間二重締

4 5  VI I  
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穐 村 氏 邸

上 刷 新段梯子

下 圃 台 所

穐 村 氏 氏1>

台所入口



( 外観44頁下刷 ) 表の道は南北の鍛冶屡Il IJ の泊りで家は西向である。 北の通り の情Ikl Ur

に は 裏口が ある 。 左 に見える裁が丁度四ツ角 に ｾ f)  ｾこ の建 物 では 方 ｩ 立の 皮 亥 に営る所謂

乾倉である。 二階の極めて低い 造り、窓 の溢 り、此屋 ｾＱｾ の具令 等古風さがよく残ってゐる 。

階下の構へ について見るに、左が俗に腰の間と 恥してゐる絡下、 多くが揚げ Jdiで夜は上げて

おし 、て 、設は結界障子で閏ふ 、通風採光 に充てられてゐる 昔は揚げ庄は街賢屋のーのシ

ンボルになって ゐ? こもので 、物 を陳列する J;ii 家ではこ〉に物を並べ? こものである。古い由

主宰に見る に商ふ物 を並べ7こ一脚の)1本凡が進化しにものであらう。次が入口、 此は 後に述べ

る。さてその右が湾民では切れ てゐるが二間際あって怖了戸が入って内がl吉に なって 品物

を級ふ場所に 充てられてあっ? こ。

( 庇内部45頁上岡) 内部から外の通に 向いて見1: ものである 、場げ庄に結界を廻はし商

費道具の量りが置いである のも f哀し し、。大きな上り継が聞につ く。l古の聞は板敷である 。

板敷の上に践 を敷き煙草設を 上 り 口 に 置 し こ れが商談しゃうとする道具立である。

上に紳捌 が納る。 上り艇 の 上 の 棚には定紋入 の ｪ 頁 燈 ｾＱ ￎ が 並 ぶ。紋入の｝頁燈を騎 して歩い

? こ昔。今の11I Jはそれには徐りに明い 土聞は ｪ 漆 ｩ 食叩で通路に賞るｾは石敷である。

( 45頁下回) 夜戸締りしに庭 . 二重締であ る。 これは大 して古いも のではな〈 蒜末 、官

の戚表へて市中が無主主戒の獄となっ? こ際、種 k の名 目の強迫 . 果ては強盗等で町人が脅さ

れ7二、殊に石割強盗と隅するものに歪つては. 大きな石塊を下げて表戸を撞き壌はすに至

つ? このである。その封際策が この二重締で ある。頑丈な格子を内部今一局tj @はし 1: もので

ある。それで安心出来す・中に盤石? 積み重ね家内線、/J! で押へてゐ f二等と古老は談る 。今は最

早二重締り の跡さへも pfi んど見首 らぬ重代 の向l 世である。不使を JE.んで古風を保存して居

られる嘗主の心の奥床しさが思はれる。聾: は上に太絹II で引き上げてお〈 上の闘に上げ? こ様

子力: 少し見えて ゐる。

応{ t ' 通り抜りると 中庭である 、玄闘と肇所の入 口 とがある 、一寸 とした積込み等があっ

て床かしい趣のあるも のである 、便所がよく取つで あ る。これにも見へてゐるがこれは新

らしいものにとの事である。 ( 46頁上園)

墓所の入口 の方 に這 入れば揚 り口と 護所とである。新らしく手は 入つてはゐる が大積古

風さがよく表はれてゐる。( 46頁 下回 ) 入 口の右の方に揚れば突き嘗りが箱段梯子がある。

階段を箪笥代りにしに昼間利用法は今の建築家 には無ー硯されて ゐる 。元も二階は頭を打つ

程f廷し且つ物置、使用人 の寝所 、物干の出口 等があって階段は絵り頻繁には使用しない。
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町で拾ひ集めに古い庖家の型

を一二紹介する 。植村酒袋 l苫は

:tw筋大賀寺111111付近で長制高島屋

の筋向ひにあって皮肉な 封併を

見せて ゐる。二階は全然祈 らし

い形式であるが階下は) ] 要の問 、

天7} ( flfl 妨げ代 、結界、格子等

この種の常型に擦って居る。屋

批入りの暖簾は今では珍重する

に足る。

ョi. l i lllJ の大谷l豆司屋の l左構へ

は小山の一例で、内部 も大悟f 古

い型が盛る。妨げ山公下ろし .

商frl のl享司が 世かれる。ここに

は結界はない n ミシンと古 い針

指し、 電燈と古い硯 11i 、面白 い

組合はせであ る。新古並立は拙

て古いものの消滅する前提であ

る。
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唐 物 町 門 田 氏 邸

止l t包にも泣く 姿{ f 摘さうとい ふー遺

側は全然改築されて見る影もない 。座

ｶＮ ￬ｘ 迦りＦｾ正 ｊｗ 廻り が よ〈古風を＿存して

ゐる 。表構八も 古めかし い。今度三休

元住友閥係の廻舟問屋で八幡屋i I E五左

構がある。東区唐物I l lj"三丁目二八番地

商貨は紙屋r"j 同府jJ 蔵氏邸である。家は

術門の邸宅であったといふ。唐物Il IJ の

I

 

l

 

-----

物

倒 d

氏 F

ilj; 

橋筋の道幅を鏑げるので此の建物はーtl 

間程前面を 切 り取られることになった

其れを機に三品取引所が地所共買収つ

?こ のにそうである。各れ廃されや う徐

吐、

言

十
り速から十 lこ。優秀な ものといふわけ

ないが柳か惜しい策がする。兎に角二

4 9 11( 11 

つの矛盾しに感じが常に劃立する。古

でもなく 、代表的なも の といふ のでも

い物 { f 惜t J 心と 新らしい物への憤僚と

ム

命

。

合、

I>T  
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筋.tt戸

J1i t， 
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.



( 卒商49頁) 北側の唐物町の側の- : l ¥l 1Jは昔

酒屋に措してあっ fことか叉後に軒切りで全然

改められ平面立函も 貧Lれてゐる。而も元より

北側は金〈別個の庖となっ てゐ? こ様に考へら

れる。座敷中心で家族のもの〉 居間も無〈唯

老大な墓所、家を? 廻る念、表構の頑丈さなど

中 の 間 欄 間

昔の町人生活 を現今の人に薄々感せ' しめる 。

その不安な而も陰害警な生活のー商が忍ばれな

いでもない。

ー( 外観的頁) 屋線は本瓦葺で起勾配力: 附い

てゐる。二階の低い特徴も目に立つ。甚所の

上の屋根の煙出しも 珍らしい もの と云ひ得ゃ

う。表構は特に異つに事はな〈規準型で はあ

る閉口が可成り康〈大なる自家の表構として

立i反なものである。妻の側は唐物I l IJ の通で 前

にも述べ? こi湿り全〈襲って居る 。49頁の 中箇l

は南の 方から 見1= もので、主2まから一段低〈

哀の勝手口 の塀が二階屋の犠な 絡 f仔で績〈貌

が鋭はれる 、物々しい忍返しも附 し、て ゐる 。
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門

削

氏

Ａｬ ｬｾ＠

奥

ノ

間

.L.. 

口 所

( 中の間〉 今では内玄蹴の虫nくに 使はれてゐる 。憐H閣の

不自然な納まり方でも卒商に安化のあっ? こ E が知れ る。使

用人の寝室が高所の上の二階にある 、 それ八の階段ｾ襖を

取外して府民し 1: 。階上に昇るといふことが意志に大なる

折力を必要とすることに政て奇営感ぜなかっ? こ昔の人の心

は科皐的なは風登階法に漸く慣はされて来1: 今の人には、

段 _l d押らな〈なる。消滅する此の符の奇な階段，科るスペ

ースを極端まで↑ Jf しんにのは梅村氏の邸でも害いにが却= 党

階上がE重要なものでなく上下りが主として使用 人であり且

っその回数も少なかっ? こに起因す る と考へる 。普通大阪の

人は段梯子といふがよく 目撃を示しに 言葉である 、兎に角、

附[ 止 . 抑除具の置場. 板間( 内玄闘の上り口 になってゐ る〉

等 この溢 り殊に懐 しい。

先きに述べ7こ中の間と 次の間 との聞の保! 聞はその位置に

似 合はしからぬ波手なものであり . 豪華な ものである 。下

に段梯 子、板間. 内玄闘踏込みが見 える。 ( 50頁下闘 )

座敷は 十盛 敷、長判1責任 しである。 床廻りも嫌味のない簡

単さ 、総阪には風らしい木のj享さ 約一寸柄 j く五寸位のもの

が昔は丹念に拭 込 まれ てあっ 1: らし いのがあ lまれである 。

( 51 頁上闘 l

庚 J と々 し1: 葺所に屋根裏の 雄大 な梨 隣のがより1: 様 は家の

古 さを熱 〈と思 t. ; tしめ る。簡立は裏が棚 にな り下に火鉢を

造り附げである。 ( 5 1頁下固)
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諜 て る 郷 土 建 築 の 運 用 は や め た い

笹
l

 

i

 

'E，
ノ t員

貨に狭い範囲の放行の経験しか持1: ない私に郷土建築に就て何か書け との御注文は随分

無理が あるので営 を得て居ーな い澗係じ御餌退するが本常な の1:' らうげれど 日頃か ら只僅

かばかりの見識りの これ等の建築. 終叉官i ! i t や雑誌を過して観察 して居る各地の建築上の

地方 色等には少なからぬ興味を持って居るのであるがこれ等 を現在の建築に結びつりで世

上層々行はれて居る賓施に就てＮ自分 の 考察 もある ｾｲｩ 吹いさ〉か 恐見 をのべて共責めを終

へ1: いと思ふ。

近来郷土建築と か郷土嬰術と か叉はこれに類似の見出 しのも とに種々 な刊行物を見受 げ

るりれど、是は一面象究的にも亦懲味的にも誠に結構であると同時に 、一商心なき 人 k の

これ等に闘する誤て る 趣味 の 遊戯が現今出来つ〉ある建築に及ん＿ご賓例ｾ底 ｫ 見受 げる 毎

仁、趣味やf ! [ 史を仕事に日乱用する事の心得ち がひを探 〈感ぜしめられるのである 。

文字通り郷土建築. 郷土事術といへば地方地方の自然が産んに天産物同様 . 極はめ て自

然なも のであるが . 雷、只の天産物な らば時が来れば花が開き 叉時移れば賞も 熟れて 、年

々輩 k 花相似で、これは只草木に限ら十凡そ天産物といはれる限り( 但し絶滅等の場合は

論外) 永代不賓な の1:' らうり れど、議 k 年人亦不同でこ の世に人類と共存して居る 建築は

亦時勢の診りや文化の度合ひに並行して移り費り 、歳 k 年々同じからす・で 、この黙天産物

と質を異にして居る。

天候のはげ しい熱帯の様な地方とか雲の 多い地方とか風雨の強い地方とか 、叉は至極温

和な天候に車まれ勝ちな 地方とか、それぞれに感 じて建築も自然の姿を整へるも のである 。

其上材料等に至ては地理的に巧な 利用及び共使用 . . 1 3 . つ手法手法の慣例等が永い歳月の聞

に其地方の郷土的儀式含形づ くる要素となるので、謂はぱ策候風土が地方地方 の人間のカ

を借り ｅ つ天然をｾ ＱＡＡｾ 覗せするに自然に生れる天産物 の 僕 なものになっ て出来る の ＿ ごから 、純

真な朴荊さあり、無怠識の合理あ り必要以| に出ない うま 味等があって心ある 人に は技術

的にも地理的にも亦眠史的に・も奥深いもの になるわりであ る。

1: 'がこれ等地方的の仕事が策候 、地方、風↑ 習 . ｾ両力 ｈ ふる に時代を異にし＿こ場合、必争責

しとなし得ないのである、世の人多1 郷土建築I!if 用を履 きちがへる黙がこ〉にある ので 、

趣味や、度はつε れの懐古感「繁み過ぎ 」等が賓生活 全芝居生活に陥れる 悪趣味はその 正し

き 採り入れ 方をＱｊ ｾｬ￭ ｾＯる 限 り 見 るに士甚えないものを作り 出すお それがある 。

ill:ーは決して一所にし、 つ迄も停滞して や しない。

生 活 も … ・・従て建築もこれに並行す べきである。

過去の正しい郷土建築 . 郷土重芸術は其時代 . 共地方に於てはじ めて 正しく 美しかつに。

現代の正しい建築も懇術も悉〈疋しい現代の文化に立脚して 行はるべきでこれ等を無視

し? こ遊戯的の郷土建築の運用等誠に僕むべきである。
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2 階平面園

1 階平面圃

堕 遇 山 荘 ( 析木氏邸)
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2.  外観 ( 北商〉 及庭園

3 玄 関

VI I  5 4 盟 遁 山 荘 ( 阪念・芦屋)



4 外 叡 〈図面〉

5 外 観 (日1而〉
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B. 寝 室 ( その 1 j  

9. 寝 室 〈そ の 2 )

堕 過 山 荘 ( 阪念・芦屋) 57 VI I  



10 食 堂

11. 食 堂 決 室

YJ ' 58 堕 温 山 、麗 ( 肢急:・ 芦屋)



12. 審 問

13. 離 座 敷

堕 遁 山 荘 ( 析木氏邸〉
鮫 計 石 川 寛 三 氏 5 9 .

VI I
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E重 通 山 荘

訴津予苦 3売と玉二・へば 占来首; 蹟ノ' ) 1長い ffr である。 業

卒尽初土 、 公 光 ｆ 青虫ｾ Ｎ 殺 Ａｌ 太夫墓碑、潮見 の 機 、 潮

見 の松、湯元司ff， .l刑法恩寺 、ぽ 足 城Jlt 等 、更に史家

の研究に依 つ ては興、i転車，る古蹟がある であらう。

然 L 、惜 しv 哉 、今日影を留め てゐ るものは少い

其 の現 1[1 は此の界股が古来常に職場で あっ た L め

奴珊 3 る L に苦手 したとい」、事が大きい原凶である

それに 今 一つ は最 近ーに なっ て住宅地として会;速 に

開波さ れ 、心なき人主主に よって 荒さ れて 了ワたと

いふ司王も迎 11'1にな るo iT恩 寺 の礎石 なども芦屋川

の護岸工 Ｑ Ｑｾ ，亡 使 はれ て 了 っ た相で ある。手 ｊ Ｎ ｴｊ［ 昭和

4 年 此 の法恩寺祉を襖受け 、千 年のE 樹 が幸 い 今

日下 ｩｾｴｾ Ｇま 修蒼として均ＡＡを波」、てゐるのに Ｑ 政事 し て 、

之 を採入れて 築阪の計鐙をたて 、数ある 古墳 の 内

で昔ながら グ; ｻｾ拾 を残してゐる 此の樹林を永 遠に依

存 u変ドとの念願 を起 L 、同時に法，恩寺の山絡を

翻 恋 して 出来る なら 11" 且: 蹟紀念物 に指 定 して 貨は

うかと委員 務 :1てに稲々配慮を乞 4 ・たの であ っ たが

礎 石 の位 置 が 確 りして 居ない か ら地域 が分 明でな

いと の理由で駄目 になっ た。

昭 和 8 年秋 、植物撃 の泰 斗 三 好 撃 博 士 が 親 し

〈樹 林 を観察され 、幹廻り 12 尺 、直幹 60 尺の

上に翠総 の大傘叢を頂いた雄大なくろがね もちの

植が目を仰いで 、 「天下の 名木である」 と稲讃 され

た、ピ更に是程の 地岐に樹郡124 種 類 が 繁 茂 し、然

も Ｑ 折 の ｾｮ き互樹が ［ｘｪｉ 舎に残 ってゐ る のは 珍し いと

J コ L 、
て

い」 ので 、幹 廻 15 尺 、高さ 1∞j 乏の「芦 鼠 の松」

と共に 、博士の命名 に よる前認の「六甲くろがね

もち」が昭和 9 t. p  1 月文部大医 h ら天然紀念 物

の指 定をうけたの である。

法J i ri は 昭和 4 ｾｉ￴ から桁め られ 、 椛 ね手 ｌ の占並 立子 ｬ Ｇ こ

よって録さ れ 、草木百年苔は九州 、子百紀、関 東に求

め 、 数 ｦｾ 空 宇 ち 、 山 を 礎告 、 池 を鋼り 、 岩石 を重ね

談 月J i l ; 士、漸く完成に近 い たのである。今や 、天

然 の大樹と E 般に配する に人 工 の 美 を以 て し、 J荏

玄来刊t 、 ドl ら阪市1
1問の名 苑 と 務 して 、悦 ぢない程

にな った 。

私も また此 民主に起居し て永 < J.?{ 月懐古を友にせ

んとて 一五E を起 し、之 l亡腕! i ' ! i 山)1]; と命名 した。闘

沼 山 は法，虫学i の 山俄で あ る。〈初木順作〉

設 計 者 の 言 葉

此 敷地 は飯沼 山ヰiA思 干の遺跡、で、数 る 単 に 各 種

の五樹本 立し 、中でも 「ク ロガネ モチJ 、松 の 二

木 は天然記念物に指定されてゐて 、樹 木 の豊富 な

る ｉｬ ｾ は 類を見 ない。 そ し て建 築の 震 には 之 号 事 樹 木

の一枚末根 と雄も切 っては なら ない と云」、依件の

もとに設計したものであって 、 此里 ｉｾ 、 平 面 計 愈上

Ｒ え外翻上何分の脅｜｜ ｾ 世 もあ る惑と思 」、。 〈 石川 寛三〉

向敷地面積は 12CO坪 、建築面積 l 階 185 主1; ，2  

階34.18州 、地 階 14.43Jj i 、屋階2. 89J ド、総延坪2 3 6

苅1‘ 階 敷 地 階 2 階 建、徳造種別 銭 筋 コ'/ tt Y  

- ト 造 、竣 工 昭 和 10年 4 月



( 中華民国) 町土 海 「 大 劇 場4

2 階俊数へ行く 陪段

2:<∞ %を 牧草子 し仰る淑覧席 、税i 雑過ぎる

凹 ，111fl 建 築 家 の意志で はな 〈地主の特別

な る希 望 に よ っ た もの である 。

(  [' E'J' Ba umeist引 誌 よ り 桐 本楠! RO

席

麹 ｭｾ L. E.  Hudec 
61 V I I  



大 ホ ー Jレ 内 部

階 平 面 圏 @

VI 162 ( スイス) ル ツ エ ル シ 華 街 舘 策 議 事 堂

外 翻

合議のた め に は 大合議 室並 に揚合に

ょ う て は 間 仕 切 に よ っ て そ の 問 問 に

12の小合議室を設け る事 が出来る 。

展 覧室は 2 階 にあ りrlJ 2 %ーのコンク

リート板によって天窓の光線を調節

L 符 る 仕掛 と な っ て ゐる 。ノl、音楽家

は坐席 3: 0 で 、間 仕 切 を せ り あ げ て

大ホ- } t の一部とする惑が出来る。

大ホーノι は 下 部 9; ;0芯、 i俊敷 39::>1布、

場合によっては之も l良質: 場 . 集合場

l亡使用する本市: 出来る 。

(: 州nc Bauf…n)  

誌より 本多疋泣

建 策 . . Armi n Mei l i  



2 階 卒 面 園

l 自 動 車 庫

2 入 ロ ホ ー ノレ

3 食 堂 粂 居 間
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1 階 卒 面 園

(7 ランス)

コヒ コlJ

笠三

dつ

の

国立園書舘の新設ベルサイユ附属書庫

IE而 の械が今但l新

築 されたもので、

後ブI の 2 材lが 泣 い

帰来: I f l 築されて完

成する引役である

フ ラ ｹ ス 図 立ｉ￬Ｇ＼ｬ ｾｦｾ 似 の 曹 ｷ 狭 肢 を

告 〈・るに歪つ7工事行果 、今川ベルサ

イ ユ l亡附底害Ji F を新設 し、主と し

一地方新聞類の収不手を目的 として

ゐる 。敷地の後方にf : l : 兵管が王町{

してゐるの で差? 古リ正而の 1 怖を

新築し 、兵営移特後更に 2 村l の槍

築 が言| 賞されてゐる 。

(山
刷 I町 et D…も“ i吋 よ り )

岡 田 孝男

建築寂 M.  Roux-Spi tz 
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卒 商 圏
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Sl EEP1NG 

ｵｲ ー軍主 Ｔ ーキ ＴＭ 主ＮｫＢよｾＱｏｆＱ

建物は 6 本の鍛村: で支へ られ 、 その下は 2 誌の自効率

を泣く事 が 出 来る ｯ ｾ は 庶室 、 食 堂 、 選 所 、 浴需に分

れて ゐるが居間は夜間之 を」つ の寝室に仕切る事が出

来る 。窓 l土i丹111しの スティ ー/ L サッ シユで 、紫外線透

過ガラスを用ひ 、監はタトfWJ カ y パ ス援 、 内fl!l Jベ ュヤ板

張で rt' r : 日にアルミェウムi R をはさんである。

( Archi t ectural  R evi ew 誌よ り 本 多E 泊:)
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鍛 j窃コ y ク リート主主 3 階建であるが 、柱は断面i 卜字形 を

なし 、 7 ラッ トスラプで厚 6 nJ
o  

1 階に 小児 の遊び揚 、

位保拐、教 室 、保育室、 児童! 日庭内プーノι 、更衣室 、使

断 、物 泣今 、2 階 はプ ーノι 、世 j足場等の上部となってゐ

る外ロ ンヂ及 び ロ y ヂ衆カ 7 エ テ ロアあ り、3 階は研究

粂休息 室 、 治療室 、 談番鎌休息、ｾ毒事があ る 。

( Arch itect ual  R ev iew 誌より 本多正道 〉

.  .  .  .  .  
l OtJ NG E ι ( A q H R I A  

.  .  ・ ・ロ.
ｬｉ ｔｃｾ ｛ ｾ＠

4 ユ再」μ >o4. eJ . AN

各 階 卒 面 圃

( イギリス ) 儲 康 指 導 所
建量産衣 Owen Wi l l i ams 
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大 食 堂

階 段

噴 水 照 明

バイフ・、 ヵ・ラス 、 白色合麗板量産 を騒ul ! し である。

。Iobi l ier et  Decorati on 誌よ り 阿国孝男〉

山 6 8 ( フ ラ ン ス ) カ フ エ ー ・ バ リ ジ エ ン の 室 内 建鏡家. { l har1es Sicli 



ニ ュ ー ・ ヨ ー ク の 都 市 形 態

( St adt ebau und Wohnung5wesen der  Wel t より 吉間信武〉

1. Chrystyi e- Forsth の公園溢路計壷案

l¥1anh: ut an 橋 へ の超高速道路
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2. Har l em Ri ver Val l ey 改造計量案

3. ニュー ・ヨーク商業地織の建築群の 4 形式

左ょ p 、中心地域一 一准中心地域一一中間地境

( アメリ力) . : ユ ー ・ ヨ ー ク の 都 市 形 態 69 v 川
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( L' Urbanisme， Avri l  1935 よ り 吉田信武〉
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VJ I  7 0  
( フランス) バ リ ー の 受 語 幹 線

_ .・， ー 一 一 -

I  PAt. .>I.J .  lri ' fJ // j l l !  ｉｾ＠ ( j，白 I .l i r.品' /1.

J 廿 f地 bI .J I IC.r.白 ＮＯ ｑｾ ｉｉ 叫 ｍ 作自ｴｉ Ｇ
/"' u  1'/ di l l AI / " 

[Zrrz .  ...1:' ‘ l . : ' ， 

1. ¥. ‘  

，.・ ，1 ' ，.

，.: ' " 

・.，' /.:  、、、‘
E

E

-

」比七三- • 
晶、

2. i世下銭這l I g置計釜略圃

¥ 

ムJd: ムグ τン /

・{' I.I./ I  ¥ 

j f SFrm，r… 代 i 、

4.  i也下自動車交通幹線溢路計筆略国

半与さこ



也

『

寸

J 下 道

PA/.2/J  ，j v N J I1' I l ' .J ( i J J ( V i Af /，耐

' J ，PI  ＱＱＱ ｾ ρ ｊｶ ｉｬ ｕ ａｊＮ ｊ＠ J YR Y/' 1C AY f OJ UW f /  
@  

r Q01 J  r Ydl .l 

》

除 名 古

5  地下自動車交通路線横衝面 3種
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1. 徒歩者、自働率用各種地下路線横断面

( ヲ ラ ン ス 〉 バ リ ー の 地 下 鍍 横 断 固

十黄 断 面

PARI J .  /.川 白 岨 1，11 ( / ，臥 ... o r，刷

同 哨 晴 朗r ; ' WI UAl r ｎｒ 同 Ｇ 咽ｾ A 唱 ' .>>11 l 1ARTl  

. 1 I  A " D R Ot- f l  

② 

や竺宇

6  左詳細圃

pi 5良及 び地下高速度娘道 の出現 は最早粉々湾問 に廃する正

云っ てよ い。今や エヨ ー ・ヨー ク其 の他 に於て 、自動車及び

徒歩者用の地下道 の計登及び' l i t 施が着々 主主められてゐる 。

我図 l亡於 て、二三交通幹線道路横断mとしての極めて小 規

模の地下道 平、河川横断用 の もの ( 大阪市源兵衛渡附近に

i I i 骨出現す るこ と L な ってゐ る〉が あ るが 、此民主に掲げた

のは一般地下道 の例 である 。
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ロj ン ド ン の 交 通 網 の 進 歩

( St adt ebau und i Vobnungsweson  der Wel t よ P 吉岡 信武〉

1. 大ロンドンの重量展 2.  地下銭溢の主主展

友色ー 19∞ 年 黒色ー1930年 白色ー 19∞ 年 黒色ー1930年

3. 路面電車の重量展 4  祭会自動車の設展

白色 - 1 9∞年以後 1930年 に 駿 止 黒 色 ー1930年 白色ー 19∞年 黒色ー 1930年
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皐 被 建 築
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tー

大

建 築 家

須 賀 巌

昨年の幕 18 日に 、文部省自11令 第 16貌 と し て 登 せ ・ 廊 下 の な い と と 除 、剛健主義の地方自治鐙の議事事

られた「事校建築物の営繕並に保金に関する件」 に認められる管がない。その結果として 、南側の

は、「過般の恭風被害の食情に鑑み拳校建築物の怪 ! ガラス完去に窓掛のない草主宰で l:i 、夏季の狙い光線

鯵並に保会に闘する注意要綱左の通指定す」と 、 は可 ｾＵ ぃ ｆ 己主「南 列 の ｊ 頭を直射して金吉症を起

昨 年 胸西地方 をｾＮＮＩ 、 た恭風被害の Ｑ 主 情に鑑みたとＡさせる。ポールドの文字を叡む ζ との出来ない ｊＺＡ

とを率直に告白してる のは 、E 直でよい。 ζ れま : 茸は 、簡草に劣等生として片づけられてし ま』、。

で の撃校建築といふものが、元 来 が 建 築 家でない 「何だって 、 とんな馬鹿げた建築をしたんでせう

三 烏温良と い』、 密 ｾ主博士の 樹てたもの が 根本とな Ｚ か 」と ｬ 孫の建築技師に伊 ｪ をた て ると 、 谷は簡単で

つて、 母性校 の先生を威嚇するより他に能の ない 、 : ある。 rそうい」、規則なんだそうです」と。金図

ｬｦｲ ｾ 司教育家或は教育行政官の 命ずるがま ｌ に 、 地 一 律の沼則に 、北閣の来い閣のととを I在って北側

方の建築技術者はホ Y の申謬的に、木と石とをた j 廊下主義を 、劉 ー的にきめたのを 、 四閣は媛かい

ピ組みたてるだけしか、存在として認められなか からとて 、北側の窓を明けつ放しにしたのが 、 と

った製校建築( 勿論中等挙校以上は 、相 官tの建 築 の設計なのであらう 。若し今度のや うな拠風が 、

技師が命京されたの であ るが 、金図的に数の多い 北からか西北からか 、 との地方を波」、たとすれば

小製校と乙種符皮の中等ー事校とはそうであった ) 大阪にうけた被害の如くに 、 北{lIl J廊 下 に 苧 む だ 強

には、随分と思ひ切ったもの があっ た。 風は拳校舎をプツ倒してしま」、たであらうが、幸

香 川l豚の小事佼を見て私は 驚 いた 。 ほと ん どす なととには 、 との地方が依 りに 災寄がな U! . つ卒

ベてといってよい阿蘇の ものは 、北側に「ヒサシ J ｾ 家建が多いの で今日まで大し たとともなくして来

を突き出した廊下 らしいものが 、 クツ着い て居る 白て居る のしかし 、30 メー トルといふ風速の冬季! 旬

総て北 に向いて 明つ放し の土問な のである 。 との の風は稀ら しいも ので なく 、矢張! J W 年 目 に 一 度

地方では 、熊も知る如くに 、南に山主 面して北方 ; とかいはれる 40 メートル以上 の風速は 決 して無い

は瀬戸内海に闘いて居る のであるからして、風位 ・ とは断言出来な いのであるが、豚技師 F 君 は 熱 心

の恐 ろ しいも のは 、北風と西北風と で あ る。それ な銭筋コシ クリート 遣 の 主 張 者であるので、今後

である のに 、ワ ザ ワザ とれ苦手の風が吹き込むに都 i は土地面絞の関係上どうしても 2 階建以上にせな

合のよい苧うに 、 而 して風がそ の廊 下 一 杯 に 苧 む : くてはならぬ、香川県長の小型巴校奇舎はとれに な る

で、教室 の 北 側 に 建て られて るガラス障子は 、秋 j であらうから 、意を安んじてよからうかと，恩ふ。

風の聞は絡へずガタガタいはせて傑へて居るの で 今回の司11 令は 、建築家で あ る限り何れ も知 っ て

ある 。 それで あるからして 、 ζ の地方の撃意は秋 居らる L ととろ であ るから して、 と L に一 々 の 法

風が吹 く頃から翌年の 泰 まで といふも のは、貨に 文を引用する の冗を省 いて、そ の中の ーこについ

棒め な沼事録 りである 。 ζ うした建築 の結 果 とし てい』、て見るととに す ると 、先 づ 第 1 f亡、一般に

て、運動場 が北方 にあ ったり西にあったりするも ; 闘す る注意の l はJ 祭 校 建 築 は 敬 育 、衛生 、 風紀

のも 砂〈 ないの で、 北風に吹き飛ばされ そ うに な 上の諮駄に闘し、周密なる注意を梯」、べきは勿論

って製校へ主主入つ行く、幼い見訟は教室に這入ら 食用を旨とし虚飾を避け 、特に堅牢強固なるも の

うとすれば、廊下一杯の風に苦しむだ揚句が、教 : たらしむるとと」とあるが 、 とれは今 日の製毒事委

案内へ抑込む北風K 木 の葉かなんぞのや うに車事げ ・員とか建築委員とかいふ諸君が 、建 築 に つ い て 建

込む。それに 、廊 下 が北側にある の で勿論南側に 築 技 師 の 上 に 、容像機を多大 に有 して ゐる聞は 、

7 3  VJ I  



出衆そうに思ばれ' ない。大阪には校長室よりも撃

務安員の9 : の方が立汲なのがあり 、京都には「聞

か ず の 門 J のある撃校舎もある程である 。初〈も

拳絞の建築である限りは 、建築専門家を委員とす

る要員舎とか、権 威あ る建築技師に最後の決定権

を有た しめて 、 ファッシヨ的に断行する のでなけ

れば駄目ではな いので な いか。勿論今日とても 、

各 府 阪 に立 汲な建築技附がある には 相 誌ない ので

あるが 、府県系知事や何々部長や課長の;意見は建築

技 師 には強いが 、府県系舎議員とか地方有力者には

儀り弧〈ない のがii I 1例で 、市町村任せ の小号待校に

ｾつ ては 、 船山に のぼ る抵 の 主主論が常に ζ の大 事

業の運命を決定す るのが . とれ まで の常道なので

ある 。 どう しても 、 との演 を 活 用 せ しめ苧 うとす

るには、事校建築はすべて、 とれ 等の干渉を排す

る純建築技術家の手によって民主理す〈き もの であ

るのが至首であると恩』、。

2 の 「建築費 は恨 ill なる見績に依 P て之を定む

る こと 」 とい』、の は、 知何 Yこも平凡な苧 うでその

3起これまでイ中々恨震でなかった。 l にい 」、賞用で

なかったととも 、 その 一 つであるが、素人の集合

で しかあ り符なャ議決機闘で、テ y ヤワ y ヤの結

果i i I 1 過する建築設計なるものが 、慎重なる見積 P

K 依 っ て設計せられ ない のは? 吉然である。 1t 質ー よ

りも見 かけの よい の が 、 先 づ 紫人 には お ｾｃ｜ に召す

術 ほそれよりも何を措いても、安い ことが事ば れ

る。相 営の建築請負者としては 、入 れ革ltv' 入 礼的

絡 が卒然 と して地方建築履の手で入 れ られ、 ダ シ

ゴ取り の幾人 かが その中から緋' i iI・料を稼 ぎ 出す1宝

際として「安からう 、 怒から うj の原J t H 如貨 に

見せ つける ν 彼等には、耐袋、耐火、 m風 そんな

ものは問題でない、可主何々議員何々委員 の量産力 が

何 某 を して請負はせ た が問題なの である 。 と うし

たイ キサツ が、積率の大きなのを押し ii I 1した科、

押 し のきく 官官役と して地方自治鐙の何彼に柄 をき

かせるとと とな! J . それ に よっ て飯を喰ふ種とな

るの である 。20年30年前では 、随意契 約と か指名

入 札 によって 、地方政治 のポス が横J t I を押 し通し

て その仲間 にl f i l I を奥へ彼等は これ によ って 懐中 を

温めたのであるが 、今日で は「何故 に公明なる一般

入 札 J によら ざるかが スローガ y で あ り旗織であ

る。と の俗耳に入り易〈快〈感ぜし む るスローガ

シと旗般の下に 、 煽動 政治家は官買を 喰』 、税を ｾＴＱＮ っ

込ある 。 ζ うし た世界に 、悦重なる見絞りとは機

VI I  7 4  

威 あ る 建 築 技 術者 の見積 P よりも 、ダシゴ耳王 P と

地方 の無惣験無識の鮮少請負業者に喜 ば れる 一 一

彼等 に都合のよい見積りが. I l nち慎重な る見積りと

なる ので ある 。

そ乙で 3 の、「工事;罰I 負者を選 定する には、其 の

校 側 :;¥t に読売信 用を本位と して、特 に般 i Eなる べ

きと と」が活用するとと となると 、立法者ーはい」、

であら う が 、 今日 のｾ康法が Ｑ 去を＼ ¥.'っ て悪 j 日さ

れ る.!l n< に 、技 師 とか資 産 とかいふものが果 して

殻正に選定せら る L と恩」、のは痴人の拶である。

わ た くしは Ｔ Ｎ Ｑ 工事 の施 行 に首 ｾ ｾては 、 技術に堪

能なる者ー を して 、其 l監' [ ' ¥' - を励行せしむること J と

同様、見積も す背負者選定 も工事の鑑行盟主督 もすべ

て、資格ある 建築技術者の下に銭す べきと とを規

定すべきであると恩占、。そ の主i絡と は、敢 て建築

士 と限った ζ とではないと思』、が、資質的にそれ

以上の資絡 あ るも のを 、初くも撃校建築に闘する

限りはきめるが よから うと思』、。若しそ うして そ

のti 持 者 に 資符を 辱める 宇う の とと があっ た ら、

般的 に兆する もよからう。 特 別 の 椛限を 有た せる

以上は管沼人以七の責任を ζ れに課するのが?;f 然

で あるか らで あ る。

次 に 5 . 1  ｾ 弘校建築物の怪終裁に保全 ｴ に関 し ては

準 校 長 も 常 に注意を怠 らざる こ とJ とい」、のは今

回の 宇うな不幸 の起さ れ た ととは、撃校 長 が 呑 気

で建 築 技 術者に任せつ切りだからとい」、 のであら

う が 、 今日のＱＧｴ ｴ￯ｾ とし て は 、 家 ろ祭 校長が 建 築の

符識も あ ｐ も せ ない鮮に 、 そ の卑い哨 ｾｬ から 或は

野心 的な 考か らして、ソツチの修繕コツチの保全

と只 に激 11の分捕に無用 の方商を請求して 、建 築

技 術者は その強要に従って設計宇工事をしてるの

で はない か。 拳 校 長 はその l肱入 につ いて は安 定 し

て居るが 、 そ の 地 位 の 安 全 と ( 巳定以上の収入に

於ても〉の関心事は! な符者たる官9 ! と父兄とで あ

る。 而して監仔官吏は同じ系統の官吏に過ぎな い

が、 父兄は 近来の傾向と して「群 衆的心理」であ

り、 その 低ーい心理作用 は校長に 後 端から極 端への

崇敬と t最悪 とに 働 〈、 とれを知って居るみ校長 が

常にとれ に到して迎合的 なるは いふ を倹たぬ。修

終 と 保 全 とに名 を籍 リて 、事 校長 は父兄或 は父兄

舎 の威Ｑｍの下に無川｝の も の を ｾ 市 Ａｩ し 、 有 用のもの

を斥ける ζ とのあるは 否めない 。 とうした 責 任 が

WJ らかに探 せら れてゐない今 日ですら が、市町 村

の怒校長 が 心 に もなき 管給 、 保全をｾ求するも の



が、 その年 に来rr に主主られた新議員 の、 その選者証!話

民に手 Ｉ泌 を見せん が ｾめ の もので ある とと は 、 貫主

て稀らしい事ではないの であ る。 況んや 、大阪の

ノj、与佼 の教師 が宮家 の 家 庭傭数日ili であり 、 日限毎

にその 婆 女と幼 っ ちゃん の お供 して 「お馳 走 J や

「お:cu却J に御供するものが断じ てな いとい ひ得

ない ｾ ｗｉｈＺ 顧みるとき 、 己の規定 の 如 きは ｊｙｲ ｦＮ ｉｾ 机

上の gg論 であって、 1;r f.占に貝IJ しないも のである と

い 』 、てよからう 。 帝 都，ｾ於 ける教育疑獄 、 試 験地

ｾ［［ｊ［成Ｑ￬＾Ｎが各都市にあったりする現 Ｓ 訪日程 は 、 主 幹校

長に 、 と う した ill 資を捻はせ" ' t うとする文部前局

の如何 に迂iJ自で あるか を物託るもの でな から うか

小説校といふ図民教育のm安に' 6 i . るものは . とれ

を ｴｈ ｾ すべく と れを疑」、べき も のでない の は い』、

を保 たぬとと ろで あ るが 、 その主主散 を 保持 せ しむ

るか錫めには成る べく 「玉を 抱かし」 めないとと

であるわた 〈しはとの規定を改め てJ ｾｽ Ｑ 校長は常 ・

に主主築家の意見を 徴 して 、その 聖子絡並に 保 全 に闘

し義務を I:'I. - ' 、」位 にすべ きであると思」、。 すなは

ち事校長は常に建築技術者の窓見を徴したか否か

の責任 を有すべき であって 、fあ; 笠ひを入れ るとか

ポ ールドで止め る とをい』、如き技術的意見1 1 : 勿論

む 給、保全をす べ きか否 か はそ の' J t 任と す べ き も

の で ない と 考へる 。 言 換れほ等生 校長は建｡Ｍｾ 技 ｦｬｩｮ に

向って現在の学校令 として心配する と ζ ろは何 彪

に もないか、あると すれば ど う す れ ば よ い か を 訊

いて 、 それ等の全責任 を建築 家に任すればよい徐

昔| な索人の与校長の考な ぞ l工、私 人 の家の建築に

見る rm築 家 と奥様」の笑 話劇 以 上 で あ り 得 る。

7、「講 堂 、雨天也Hゑ揚又は号量生 、生 徒、 児iii .. 

幼児 の按 ｲｦｲ 等 は 、特 に 堅苦 ｰ なるものとｾし 、 之を

高ー の場合に於ける避難所 に充つ ると とJ につい

ては 、 わ た〈しは何もいふとろがないのである が

疏ーの揚合に於ける挫革住所た るに 」、さは しいもの

が来 して誼られるかどうか 、矢張りとれ も今 日 の

地方1主情から考へて怪ま れる のである o 旬: 械が折

角鍬1Ji i コ γ クリート迭であっても 、 とれ等のもの

ｌ 多く は 、 建 築 授の 采ｾ俄 合イ立で作 ら れて居る のが

普泡である 。建築 家の頑張りがなかったならば 、

今後とても 「遜革住所にふさはしい建物 l は強束な

いとしか思 はれぬ。

賀 ｾＲ 、 新築の揚合の注意 、 第 Ｓ 、 木造 校舎 既設

のものに急j する注意 は、建 築 家 諸 君 に 敬 意 を 表 し

て素 人意見 を差控 える 。

以上、 ツマラヌ繰言め い た ととを替〈勤 俄ばと

いへば 、貨 は、池 回n若が去秋東京 で出j かれた 、

都 市問題合議の席上で、 E事涙共に 下る的 の災害 封

策 窓 見に刺戟されて である 。同君は擦を !励まして

如何 に建築家がよい ものを作らうと思ふ て も、依

頼者である側 が、安 物 許 P を要求して居るの で あ

っては 、質 賃の あるも の を作り ゃ うがない 、1主'l]:

のないものにn賞以上のも の を要求す るのは無理

であるといふ や うな意見を述べたと記憶するが 、

との事 1-;1 、わた くしの市理 事者 20 平の生活に 顧 み

て、自寄 れるものがあった。

更 らに記憶に延る ζ とがある。それ は、片岡令

長の一方ならぬ後援の下に 、都 市計貨を主主体 せん

が Ｑｾ め に 、 天王寺公闘に展覧舎を ｩ 剥い たとき 、 食

昨年若か った加藤義 吉君宇 田中消忠君・等 大阪の 都

市計立t委 員舎 の少JI I: 速 は疲 れを知 らぬ超人的努力

で事に' i i i・った のであ るが 、その 頃紳戸でも只一つ

の! Zt Wr，1君待ー革 命 的 事 業で あった 、あの鎗筋コ y

!I V ート 校舎の設計ゃ2事長交大々的 に墜而 に 張 P

つけて、 それをまだ一つ も有たない大阪の人々に

防火 、 防風、耐震を指示したのであったが、Ｍｏｏｴｾ

倣迎き れなかった。ただ ζ の時、後藤新: z p . 伯が来

阪 して ー 貨の後 、私 を 顧みて「ホウ大阪には 未 だ

無 いの か J と、 ユヤリ笑ったま買が今併記憶. に重量っ

て る。今度他界された閥市長が後藤伯とあ」、 て「

あ の時以来一生懸命に作った 俄 筋 コ :/ !I リー ト校

合 丈け は今 度 の災 容 に 無 事で した j と主主主きの物語

りをして笑ってゐは しない かと恩はれてならない

わたくしは 、切にわが閣 の建築家諸君 が強くな

って、注文者の御気織 を覗は ず にとっちから J ζ

の建築は 斯〈す べ し J と権威を以て臨む臼 の来ら

んととを望 むで息ま ない。そ れ には 、建築家喜昔君・

の協同が第一必要であると思占、。日本中 の建 築 家

が一致 して「 そう で なければ建て λ やら ぬ」と出

たら 、恐ら 〈、索人が如何に 寄 ってたかつて見た

ととろ で、マ サ カi'こ産業組合で「安物」を遺る ζ

とも. 出来まいから 、注文者は泣 〈泣く も ζ れ に 従

ふ より外に仕方はあるまい 0 マル ク ス強 習に 「日

本の建築家よ 、協同せ よJ ともう一度叫んで見る。

否 J 是 非 そうなって下 さい J 止わたく しはお似 び

する ものである 。そう い」、時節が到来すれば建築

家言午りで ない 、私共の血 道を上げて居る都市問題

も素直に解決するの日が来るに主主ひな い。 しかる

に、今日 の3主情は 、諸君の御覧の jiItり である 。

建閣記念7 1 f . 園博覧合、オリシ ピ ック競技大合、

いづれ もわが幽感築家の大きな仕事であ る。 その

多幸 の前途 を続編ずる 。〈完〕

"7' 5  V I1 



アスフ アルト製法並に蒸溜釜の進化及其各機能

建築 倶集部に て、昭和 10司王5 月8 日午 後7

時よ り、材料 委員合 の 「アス 7 アルトに

闘する 研究合 J 席上に於 け る、小 倉石 油

株 式含量土技師大治氏の 「アスフア ル ト製

法 ｾｾこ ＿ￆ ｭｈ 査の主主化及其各 機 能 ｊ に 就て

の 議官貫主主記要 項である。

1 車 燭蒸 溜 袋置 Bat ch Still ( 第 1 1回、篤 反F ig

1 参 照)

袋 置簡単 に して建築 費低廉で あ る、 夫丈に多〈

の 不 使と不完{ ! : とを免れぬ。

連積熱ig安置 ConWk] OUS  St il l  

角i!; 2 凶

- A、由

九 ｪ レ ＢＩ式ｊｊ， ｚｾ Ｕ ｾ ＱＨ ｩｬ＠ 5 hult z  V ACUUf'l 5 t"l _  

まｾｗ［ F ig  1  皐 淘 蒸 淵 釜

軍 ｊ ｦｩｾ 溜表ｩＡ B AtCh S till _  

. "，.， 

節 11鋪

"'11 76 

i. .. 

2 漣 績 蒸 溜装 置 Cont i nuous Still ( 第 2悩1参照〉

4  ml のよjj 絞せる主涯を有している 、之は絶えず製 1  

品をｦＧ ｮ 符る ｉ ｪ ＺｦＮに於て前車淘族問袋ｾを改 良 し

たるものである 。

各後の iC，t &は順次標準温度に高( されてある。

失 散に作後より各々別事 ｦｩ の ￸ｲ 要 ｩ 由を採取し Ｑｾ ｩ Ｚ る

Jl IJ ち後の釜程重い泊 が採 取 される 。倫凶に見ら

れる立JI く各 釜 には 常 に蒸気 が吹込まれてゐ る。

第 3 圃



之 は ｦ 由 ｩｊｾ ピッチにな る ζ と を防〈 ・ と共に熱を釜

に奥へ る ｾな の で ある。

ケ口、'/ 7'10速報RTRi留ま1 ConTln剛 S V A CUUI'l 5t  111却

斯 〈て 種 々の 1向を採取 して最後の 釜 l亡流 れ来 た

もの が アス フアル トであ る。

3 シユ ル、ソ式集室蒸溜 装 置 Shul tz.  V acuum 

Sti ll ( 第 3 閥、2事長 F ig 2 ｾｈ ｜ｬＩ＠

之 は昭 和 2 年 に 我閣 に入 っ て来 た主主置で ν ユノι

ツ式 がl f ! 凋蒸溜装置を 改 良せ るもの である 、 之

はポ '/ 7・で釜 の中を 民主主にす る の が特 徴である

完金 に 空 気 が 排除 さる L 時 には Pressur 2  m m  

f立に記 される 、聞に 見 る如〈 、原 油が蒸 気に さ

れ冷 却 して各種 の泊 を採取 する 。

新〈て 結 局原油 の 32% 1立が主査 に残 り、 ス トレ

ート、 アス 7 アル トと して採取 されるの であ る

主査の 中 を良 Z主にする 事 に依る 効果。 : 士 第 4 闘

(第 1 表〉

区 力 沸騰駄

760 l11m ( 水銀柱〕 303
0  

1∞ 
223 

50 201. 5  

20 187，5  

20 177 

10 16 1  

高民主巨
81 

第 1 :表iても見らる λ 卯I ＼富 士山 頂の 如き たｾＡｉ区の

地 に於 て は低温 度 に て 煮沸すると云 』 、原型ｾ を 利

用 したも のである 。例 区力を 加 へ る事 に依 1) i由

の分子 が砲支援 しないと 云」、特徴が あ る。之 は良

告ス トレート 、 ア スフ アル トの必 須傑 件 な の で

あ る。

4，ケロヴゲ式蓮績i I 室蒸溜 装置 Cont i nuous 

Vac um Still ( 第 4 閥、篤 ui F ig  3 参照〉

/  

lt 反 Fi g・3 ケロ ツ グ 連 線 長 ｾパイプス テ イル

之 は 昭 和 7 年 に 我闘に も紹 介 さ れ た 方 法 で、 前 111';部 を流 れ る事 に依 習上記各 1由か ら 分田監 されて

組シ ユノ ι ツ氏 式 の ￏ Ｈｩ ｾ 勾蒸Ｑｭの 火 ｬＡ｜ｳ ｳ と不使 を除却 採取 され るの であ る。

せ るも ので以 上の 中で最 良なる もので ある 0 ・ 以上主主べ来 たっ たのはス トレー ト、 ア スアアル

仰盛 の 中 は pi pe 式 に な っ て ゐ るガソ V '/ 製 法 トの製法である 。

と同様 で最 近の ー呑 進歩せ る方法 で ある o 所 訪 プ ロー y 、ア スフアルト の製法は各紅夫 々

悩l中常盤 塔 に於 て アス フアル トの駅 前中に 合 ま l'こ秘法 が あ る が 要す るにス トレ ー ト、 アス フア

れた る Ｗ ｾ 及 経 Ｑ 由 が 分 離され 員空塔 に於て ｦ 由が系 。 ル トに加工する事に依 て一種 の酸 化 アス 7 アル

主主 に され 比重 の 較E互に依 り順次 上部に 吸 上 ぐる ; トを作 るのである 。

事 に 依 り 夫 に トラ，/ ::<' il由、 ター ピ Y 油 、 モ ピー 各 製法 に依るアス 7 アルト の 良否 検 出法は宇t，甲l

Jq l曲、 シ リンダ ー1由等 と分離さ れ るo :  に して見 れ ば一番 良 〈 解 る。

然 しア ::<. 7 アル トのみ は蒸 気 に な らぬので 常 に i 倫 ス トレ ー ト、 アス 7 アル トとプロー シア ::<. 7
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c 盤 化 カルシユ ー ム、 lit 険1l!J 主主守ーの71 ' < に可溶性な

ＱｬＮｾ物を入 れる￯ｊＺ手に依 り コ ［Ｏ ｾ＠ v ー トに 1J を奥へ

防水効果を革連邦せしむ。

､ｗ 達 、 獣Ｉ｝官 、 樹 Ｉ ｪ 古学生入 れ てｾＡｩ ｆｨ￬ を ｩ 前たしむ ｯ

e  i虚 青 物 質 を 混 入 す る 。

但 し j之 は 浪曲完土のあf紡を )l}j <・る 場 合 が あ る か ら

注 窓 を嬰す。

f アス フア ル ト 乳剤 を 入 れ る。

之 はコ Y 夕日 ート のネッ ハ ワークを政援す る

ととなく控除、を満たし反て張力 を 婚す 効 果 が あ

る。

3. 表 面 塗 布 漆
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第

ノ

(

ア

ス ト レ ー ト プ ロ ン

アス 7 アル ト アス 7 アルト

体 融 思!1 低 高

延 性 大

温 度 に 封 す る

大

制 度 の努 化

t: iil1に 於ける
ノj 、 大

上b 粘 皮

分子I l l J の
大

ｾも 2長 1J 

低 滋 に 於け る

大

積J 怒 抵 抗

調性位% ¥似性 保 有せ ず 保 有 す

防 水 工 海

に 塗って 効 果 が ある 。

b 混 凝ニi二の表面 に1 . 5 糎 乃 至 4. 5 糠の厚さにセメ

y トガ y にて 1火 付 け る 法。

C モルタノレに金属 の 粉 末 を 混入 して金腐の酸 化 作

} 刊を利J I l ずる法。

之 に は 酸 化 を 助 長 す るた め に 硫 黄 を も 混 入 す る

ｚ｝ｾ がある。

d 明書事と 石 鹸 の 務 液 を 交 代 に 塗 る法。

之 は 15
0

C- 25。む に 於 て 行 1'1れ ね ば な ら ぬ。

共 法 と し ては 石 般 を7f.; 1 立に90][ . の: 則合に混入

せ る 浮 浪 を 最 初 塗 布 し、24時間後に明型車を 7f.; 1  

立 に 15T ! : の割合に持手かせる液を塗り 、其 後24時

!i ll 日に火石鹸水を主主布する とい4 ・様に順次経過

1 ゲルーテンゲ洛( ゲラウト注入洛)

するのである。

セ メン トモル F ル を 空 気 底 力 に て 噴 出 す る 礁 に :

バ ラ Ｗ イ ｹ 、蜜縦 、 石紛 ｬ 等を塗る 、 之はコ［Ｏｾ
ｦ 衣 ｈ 包隙を Ｑ 滞たしモノｾ (iI ノL 夫 自身の防水効能を

リート面を暖 ため るか、3くは ガ Y リ y にて 裕 液

剃J l J して 防 水 の 目的を主主せ しむ。

に して 塗 布 す る の で あ る 。

地 下 室 の 壁 の外 側 に 旋 して効能あ P 。 ヶ ーソ y

之は工授が高く な る欠陥がある。

やト y ネ. 1 1 - に利用さ れ る。

:  f  (iI ーノレ . アスフアル ト絡 を塗布す る法 、生すがあ

2 インテゲラ JL-迭

コンクリ ー ト 施 工 の際に 混 入 物 を 入 れ て 防 水 機 : る。

能を宝章仰 せ し む 方法であ る。 其 混 入 物 と し て は j 但し上記各主主布 法 は 総 べ て 保 護 貯 に て 蔽 は れ な

a 粘 土 、花 秒、滑 石今 の 化号述書聖化 を起 きぬ もの を j ければなら ぬ。

入 れ て 11l にコ ;/ ｾ＠ v  Ｍト の ｾ隙を満たす作ｽ日を ｩ 4. マステイ、ソケ法

な さ し む。 : a アス 7 アル ト l 、砂 4 のマスティック を直 接 コ

b カノι シユ ー ム、 アルミニ 7 ーム 、水 酸 化 物 等 の : ;/ ｾリｻトの上に置〈法 。

化事後イヒ を起すものを 入れてイヒ事費化を起すZ J 1 : :  b シー ト、 7 ステ ィ ック i法

に依りｾ隙 を満た し ｾＯｪ Ｗ ｦＮ［ の効泉 ｅ 挙げしむ。 秒 、 石 粉、砕 石 を 等 分 に 混 合 せ る 中 へ、 其1立の
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15 %- 20%の アス 7 アルトを混合せ る もの を、 ;  JFlひ られ るを可とす る。

1. 5糎 - 5. 5 糎位の厚さにきをるの で あ るo !  1Mプライマ ー中に令腐粉を入れる司王により よ P

此場 合 混凝 土 は組 商 の 場合 の 方 が 効 果 が ある o 防水効 力を 霊童相: せしむ効能がある 。

又 7 スティ ックは銀ifi I J に謝 しては大袋詰昔 いの で : 使川アス 7 アル ト泣は 場所 に 依 り多 少の遜滅を

7 ア イパ ーや 石 綿、針命令; を入 れ る。 必要と すれ共 大 也 1 : 卒方米に 就き 1.5 砲 を可と

C プリ ツク イ シ マ スティ ッタ i  する。

前 記 マステ イツ F の柔 ぃ 中に 煉 J Gをil Ll feべ更 ら j 倫 上 記 シ ー トのタトに; 旅叉; にアス 7 アルトを穆ま

に其 上 l亡マスティックを作る方 法 で ある 。 したアス フアル トプ リツクを敷設ペる 方 法 も あ

5.防水膜工洛 ・ る 。

之は濁常のアス フアルト防水法である 。 以上 各 防 水工 法 は米 図 に於 て 行はれつ L あ る 方

アス 7 アル トの巾 に敷込まれ

るものには紙にス ト、 レート

ア スフ ア凡トを 診 ま せ た 7 ::<.

ｬｾ ト、 ノ ｾ - 7 イ y グの外 に綿

布、 腕 、石綿 に アス 7 アル ト

を惨ませたも の をj刊ふ 、又 命

綱を mふ る とともあ る。

自民潟 性とし ては石 ｾ Ｚ Ｚｩｾ が 最良な

れ共抗張力弱者扱ひが あるし

木 綿布 、麻 布告手の抗磁力があ

れ共 吸 潟 性 少 き 嫌がある。

f古I アス 7 アルト 、 コシクロ ー

ト而 との 密着を可良な ら しむ

るため に施工前プライマー が

( 第 4 表〉

O，.er  Boau 

Over  Concrete  of  Gyps um 

T y pe  of  Asphal t  

Penet  46
0
U  

25
0  

C
O  

D lI cti l i ty 

Mei ti ，.g  Po! nt 

E vapol ati on  IOS 5 %  

P enet  aft er  Evapo.  

1nsol  in CS
z  

%  

Mi net al  Mat t er  %  

Wd e r  %  

El l l t ri ate Sedi mrnt 

〈第 3 褒〉

Bel ow Gr ound Abo，e  Ground 

Penet  46
0
C  Ma x  100 

25
0  

50- ∞ 25- : 0 

0'  !l fi n 10 

Duct i l it y  30  15 

Mel t ing  Poi nt  46. 1- 62 8
0
U  65.6- 76. 7

0
C  

Evapol ati on  1055 Ma x  2  

Pcnet .  aft er  Evap.  Mi n 60%  6 0 % 

F .  P.  ( Open  cup. )  Mi n 175
0
C  204. 4

0
C  

1nso1. in CS
z  

Ma x  ら% 1 % 

、，Va1er
。 。

DlI ¥"f 込ce wi t h 

Fi ni shed  wi th  Aspbalも Moppy Co川

Sl" g  or  Gra¥"el 

Ma x  

2"  1f t  3"  1ft 6
11
/f t. 

1ncline  

Ma x  

1" 11 1き1/ 11 3"  11 

1ncline  

A ， A z  B ， Bz  C， C 。

Ma x  125 125 l∞ l∞ 

25- 50 15- 30  2 0 - 45 15- 30 15- 40  15- 25  

Mi n 10 5  10  5  8  4  

Mi n 15  25 10 15 3  5  

60. 0 54.4 65.6 60.0  76. 8 65.6 

- 73.9  - 68.3  - 79.4 - 73.9  - 90.6  - 79.4 

Ma x  1. 5  1.5  1. 0  1. 0  1. 0  1. 0  

60  6つ 60 60 60 60 

2 5 - 35  15- 25  1: - 25  

Max: 18- 28 10- 20  10- 2 0  

。 。 。 。 。 。

Max  %  7  6  6  
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法を 列 記 したる に過 ぎざるを以 て直 ち に 我 閣 の ; ，，(却 に以上 、論ぜら れて後 、以上各防水エ法に

夫に採用して所期の 効果を着陸 げ得 るか否かは設 : 就きて混凝士 亀裂に依 る防水殉j 混入の無効果、

<Ffr に非ざるも、我図の防水工法も防水膜工法 i 現場の賀際施行法の欠陥に依 る各種防水工法の

の如き治、極的手法よ P進んで もっと積極的に進 i 領官E減殺さ芋に就き談を交へ、終 P に終来アスア

んで然 るべきと思』、。 アノb ト製造合祉等が アスアアルト標準規絡や防

伺最後にアメリカの材 料試験協 舎 の量産表せ る材 Ｗｾ 工 法標準仕様舎 を笈表すべき事を懇望して曾

料の規持表を掲げ て'u'i: <  0  ( 第 3 表 並に第 4 表 : を閉づ。午後 10時間舎。

重量1m)

本 競 執 筆 者 紹 介
( 五十音順〉

大 熊 ｾ司 t  邦 エ挙博士 、 東大往築祭科卒 、 大滋省ｾ絡管財局工務部長

大 須 賀 巌 法撃士、東大法律母性科卒 、東京市制調査合帰託

笹 )  11 わ民 工準士、早大建築 撃科卒 、長谷部竹腰建築事務所技師

高 橋 祭 f合 エ築士、京大建築事科卒 、長谷部竹腰建築事務所技師

時' 地 修 左 エ撃士、京大建築撃 科卒 、草11
1
戸高エ教授

藤 原 義 工拳士、京大建築撃科卒 、京大建築与科講師

堀 越 一
良¥1

エ拳博士、工率士、理事士、3巨大建築拳科及理参科卒、郷越建

築事務所主



曾 報

令貝中根ｾ 一氏 昭和 Ｑ Ｐ 年 Ｓ 月 Ｓ Ｐ 日病を 以 て逝去せ

らる廷 に哀悼に椴へず主主に照宵と盛田各を掲げ読み

て吊1立を表す。

明治 1ｾ 年 Ｓ 月 ＱＷ 日愛媛 ｬ 係宇和島に生る 。 大 ￆＳ 年

10月大林組入別 、爾 夜、大阪位置主恭日出量皇官Uf r 、

ｪｾￎｪ 主 ｬ 段 、 マ府関人制法図工場 Ｎ 同三原工場 、共 の他

十重量f訟の現場主任 とし て夙夜十在勤粉風b1$の温まる

を安11 らず。大正 15年工務監督 の嬰織にt混んでらる

A を知らず。 大 IE 15 (，ド工務常管の袈級に拠んでら

る L 干、定f 多々年の革証書写を傾倒して惑に' 1 i i " ! l ｾ霊草

取ｾ替砂からず、 Ｇｬｩｲ に内外上下の 信 頼と敬慕とを蒐

め昨年同最上E盟事に就任し、前主主いに侠つ べきもの

多かりしに 、昨夏来健康勝れ ず、本軍手三 月十f十日病

遁かに革まり遂に逝去す。

同氏は念施の工事を荒督するに鬼才を有し、部下

を統率するの妙腕に 歪 りて は殆んど他の正直隠を許

さず、同リ毅果断時に秋祭? 烈日の威 を示すととある

も、又克〈部下を抱作愛機 L 、後必の誘抜十旨導に

事手むるとと貨にｩｘ［ ｬｴｩｾ の浴る ｌ ものあり。カ ｈ ふるに

其 の明敏なる頭脳主 主!1i ' W粉l勘の一大事予力とは氏を

して稀に見る偉才たらしめし所以なり 。

静
一

一

者

動
一

一

曾

目
貝
一

一

入

舎
一

曾 員

中井新一郎君 住吉府ｾ n1員基本町5 ノ76 1 l I 路鮮二方

( 大阪府苦手務部建築課〉

河 井 健弘 君 西成区粉滋中 之町 1ノ2 1

地 方 曾 員

阿宮安太郎君 徳島市繭 王寺町63 ( 徳島 l係玄工業与さ

校〉

普遁賛助員

吉田 孝 二 君 大 牟 岡市大高町21 ( 大林組横須山

ｾ所 Ｉ

逗 曾 者

曾 員 川 勝 健二君 岩田喜久厳君

地方曾員 西原吉治郎君

轄 居 韓 動

東広今橋 2 丁目関西土地株式合従

工務課内

兵応l隊高砂町銑紡人絹工場作業場

竹中工務) 苫

住吉区昭和町東2 ノ11

大連大ｾ揚は ｮ 係泡 Ｒ ) 長拓ピノι 新 築

工事情7 H且作業所

西匿靭南溢1ノ10 日前ピル

成島市竹屋町9

岐阜市白木町48

新京螺町4 ノ14/ 3

和玖・山市砂山東 ノ問T

徳ぬ市前川町前川 30 パ 小 松 健 三

方

来天市腕) j UIl経理部怠天滋出所

ハノレピ シ銭路局ハノι ピy 工事髭建

築係

八申書市藤田字五反新聞大林組黒崎

出張所

府下型能郡襖井谷村内田兎原250

若手業所北函小深町6 Ｈｦｦｴｾ ヒ Ｔ Ｓ ＴＲＩ

京都市左京匿岡崎西爾ノ 川町26岩

倉丑太郎方 ( 4 野建築事務所卒安

中都現場〉

名古尾市西厄北押切町切重苦67伊 藤

工著者j古名古屋出張所内

東広小橋元町93

来臨京橋3丁目 75 株式合従大林組

内

紳戸市灘区青谷町 l ノ8

旭区生江町623 ( 岡本工著書信〉

改 名

合 員 白 崎 雅 士 君 ( 醤名雅〉

日置 手 ｉｾ 範君北医事 事 源寺 町 Ｗ ノ ＳＶ ( 尾形工務所〉

重量井幸次郎君 府下 Ｑｾｾｾ 司崎町新 ｾＹＴＳ ( 大阪府軍奇察 i 地方合員 大注新太郎君( 昭和 10年 6 月17日逝去〉

部建築i l * ) ;  謹んで哀悼の意を表す

死 亡

曾 員

生駒J 一雄君

塚 本 吉 卒 君

高岡利 一郎君

向精喜平太君

池 田 忠 治 君

馬野 七主主君

森 脇 安 三 君

地 方 曾 員

frj 信 君

笠 井E尚之助君

小栗 治 平 君

篠庇l 和維君

坂 本 義 信 宏

長 瀬 幸 一 君

終身賛助員

川村 資議長君

特別賛助員

松井手 ｉｾ 彦君

普通貨助員

4 悶 TfIi 次君

井上 j'! 君

北 岡 俊 次君

石原依洋事君

中 島 八 良1¥君

馬上 主主宏
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編 輯 後 記

. 協舎の雑誌に郷土建築に闘する 記事 を集

めるのは今度で恐ら¥ 5 回以上にはなら

う。雑誌の編輯方法が毎月特輯蹴の形に

更められてから教へでも今月蹴で少〈 と

も3 回にはなる。

・併し内容に於て今月披程充賓を見せに こ

とは先つ' 無かつ? こ様に思ふ。

. 大熊博士の蔵屋敷 と百文銭吹立所に闘す

る記事、堀越博士の版簡に残 る郷土建築

資料、それに高橋、笹川、 野地、藤原の

諸氏の郷土建築 に闘する文章等. 何れも

郷土建築に闘する好文献? こ るを失はない

・挿闘として は以上の諸氏の提供せられに

聞版、書芸員版と 鴻池新聞の合所の潟県が

ある。 この方面に興味を持 ? これる方々 に

は よき参考と なるも のが多い と思ふ。

V. ' 82 

建 築 と 社 書

官ｾ 18 斡 第 7 貌

l 加 . 50闘〈郵殺: 2 銭〉

毎月 1回 1目玉重行 定償 12知 6. ∞闘〈悶 2 4 銭〉

昭和 10年 6 月25日 印 刷 昭 和 10年 7 月 1 日 登 行

夜 行 ・銅斡 際 取 陽

印 刷 人

西宮市今泳町津門字受津605番地

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大阪市東区内淡路町 1丁目 7番地

強 行 所 在費 日 本 建 築 協 含

大 阪市 北区中之烏3 ノ3朝日ピノレ

電話長本局( 23) 45∞番( 6)

鋸替口 座宍阪 39.975替

特 約 販 貰 院 柳 k 堂 書 庖

大 阪 市 西 区京 町 場 羽子板 橋 西

電 話 土 佐 宛 2440香

続替口座央阪 2084替

禁 輔 載

本 放 に 掲載 せるも のは 、一 切とれ を無断にて

純 ｮ まし叉 は 翠行本に 上 梓そ の 他 の複製行ｾを

なすととを事実ず 。

- 大須賀牒氏の記事の掲載が編輯の都合に

依って非常に遅れに こk を、今月掲載に

営って更めて同氏にお詫する。

. 多年協合職員として編輯事務に輩力せら

れて来? こ鷹取陽氏が今回一身上の御都合

に依 り退職せら れることに なっ ?こ。編輯

として惜別の情に耐えさ' る女第である 3

・後任として新し〈ノj 、板常男氏が入られる

ことに なっ? こが . 執筆の御依頼そ の他に

就いて鷹取氏同様に便宜と鞭撞とを奥へ

られむこ とを。

. 来月蹴は「新構造・材料・施工」 の特輯披

である 。原稿を御依頼しに方 k 以外の合

員諸氏も振って御投稿あらむことを 。

( 新名〉

庫 告 掲 載 料 金

普 通 I 1 頁 I 1 回 15∞ 

普 通 | 告 頁 I  1 凹 8∞ 

育 前附飽1J |  1 頁 I 1 回 I  45∞ 

弘前例ヂ I 1 耳_l 1 回 I 40∞ 

普 通 I 1 頁 I 1 凹 I 25∞ 
{ 後附館 1及置 軒 町 | 一ｾ I  - I  一一

九J 柵川 t 頁 11 ｾｉ＠ :ぉ∞

表 紙 2 I  1 頁 I 1 回 { 氾∞

表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 I 45∞ 

表 紙 4 I  1 頁 I 1 回 | 加 ∞

t zf サ件t i !?

民告掲載御 申込は本合直接願 ひます 。

本 ｾｴＮ ｬｬ 品目 日御注文 は すべて前合 で本舎 直接又 は

特約庖へ銀替貯命又 は ｾ替 で 御扮込を願ひま

す。郵 努 代 用 は ー 制 宅、代 金 引 換 は お 断 り 致

します 。



建 築 材 料 陳

細 番 賊 材 料 種 別 出 品 者
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